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　1918（大正7）年、当時の原敬内閣は高等教育拡充方針を決定し、全国8校であっ

た高等工業学校（修業年限3年で、5年制中等教育修業後に進学）を6校増設する方

針を決定し、そのうち一校が静岡県内に設置されることとなった。県内では、静

岡市・沼津市・浜松市が名乗りをあげ、工業基盤が固く政治力も強い浜松市が

誘致競争の勝者となった。文部省の直轄学校であるが、106万円の経費の半額が

地方負担であり、浜松市も10万円の寄付をした。学校位置は市内広沢町に決定、

初代校長に文部省督学官関口壮吉が任ぜられた。1923（大正12）年3月、機械・電

気・応用化学の3学科（1学年各学科定員40人）の浜松高等工業学校が開校し、第1

回の入学試験が実施された（表1−1）。この時の試験は、数学・物理・英語など同

じ試験科目を2回行い、平均点を採用した。

　試験のみならず、関口校長の教育方針はユニークだった。当時の知育偏重の

風潮の中で、高等工業教育には知識だけでなく体力の充実、徳性の涵養が重要

であるとして、武道・運動競技など体育を重視し、他校の授業時間が週39〜 42

時間であったのに対し、本校では授業を36時間に制限し、水曜午後を主として

体育（その他自由学習）の時間として開放した。徳育の基本姿勢は、学校の教育

綱領や生徒心得などを作らず、初期は制服も定めず（生徒に募集して制服・制帽

を決定）、校門の出入りにも制限を加えなかった（守衛を置かず、市民は誰でも

出入り自由）ことに象徴されていよう。授業に関しては、当初は学徒自身の自己

規律を重視して、出席を取らず（のちに学生管理による出席評価）、そもそも成

績考査のための試験さえ実施されない自由教育主義であった（最初の卒業生には
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１｜浜松高等工業学校の開校

▶ 関口初代校長の自由啓発主義	 ◀

関口壮吉　初代校長（1922−1925）
1926浜高工アル

体育展覧会	 1926浜高工アル

機械学科 電気学科 応用化学科

入学年次 募集
定員 志願者 入学

許可
募集
定員 志願者 入学

許可
募集
定員 志願者 入学

許可
1923（大正12）年 40 84 44 40 118 44 40 50 44
1924（大正13）年 40 158 50 40 199 44 40 134 43
1925（大正14）年 40 146 43 40 155 44 40 96 42
1926（大正15）年 40 190 42 40 349 40 40 135 34
1927（昭和2）年 40 222 41 40 287 38 40 120 37
1928（昭和3）年 40 545 38 40 574 37 40 319 40
1929（昭和4）年 40 302 40 40 399 41 40 198 38
1930（昭和5）年 40 660 42 40 584 40 40 336 38

表1−1　浜松高等工業学校開校初期の入学試験状況
出典：『静岡大学工学部五十年史』より
備考：志願者・入学許可者とも、「無試験検定」（学校長や機関推薦の植民地出身生徒）を含む
　　　当初の試験科目は、数学・物理・化学・国語・英語
　　　1928年入試より試験科目を数学（代数及び幾何）、英語（英文和訳）に改定
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成績表がなかった）。

　教育方針として掲げた「自由啓発主義」は、学徒を自由で自治的な環境に置き、

個性の伸長を促し、以って教育の理想を実現しようとした基本理念を示していた。

　なお、浜松高等工業学校は、開校と同時に中等学校の教員を養成する臨時教

員養成所を併設した。数学科と物理化学科の2学科であるが、1931（昭和6）年に

一旦廃止され、1940年度に復活した。

校門	 1931浜高工アル

講義風景	 1926浜高工アル

製図室	 1926浜高工アル

浜松高等工業学校最初の校歌 1931浜高工アル

校舎全景 1926浜高工アル

音楽会	 1926浜高工アル

浜松高等工業学校機械科第 1 回卒業アルバムより
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　開学した1923（大正12）年10月、在校生全員を会員とする校友会が設立され、運

動部・学芸部・常務部が置かれた。運動部は、各種武道から陸上競技・水泳・登山、

テニスやサッカーなども含まれる。学芸部は、映画、展覧、雑誌編集、あるいは

この時代を象徴する演説・講演会活動を行った。常務部は、校友会の庶務・会計

に関わる部門であるが、記念祭や学内の旅行を分掌した。設立当日、早速、第1

回学内競技大会が開催されたことは、校友会設置の第一目標が運動奨励にあった

ことを物語っていよう。さらに、同年11月、早くも第1回陸上競技大会が開催さ

れた。競技は、100〜1500メートル走各種とハードルやリレーを含むトラック競技、

幅跳・高跳・棒高跳・砲丸投から円盤・槍投に及ぶフィールド競技など全学徒・

職員が参加するスポーツ競技会だった。明治以来の日本では、娯楽や余興を含む

運動会が盛んに催されたが、浜松高等工業学校が特に目指したのは新興の近代ス

ポーツの大会であった。近代スポーツ奨励は、浜松市民にも開かれており、1925

年11月、3日間にもわたる体育展覧会が催され、学内運動部ごとの写真やメダル・

優勝旗・トロフィーなどによる各種運動紹介の展示は市民を魅了した。

　1925年に第２代校長に就任した川口徳三は、1928年5月の「校内選手権大会」に

際し、種目の総得点が最も多い学級に優勝盾を授与し、1年間これを保持するこ

とにした。この時の12種目は、駅伝競走、剣道、柔道、野球、庭球、陸上競技、

水泳、蹴球、排球、籃球、卓球、角力であった。

　校友会の発足は学生の自主的活動力と校内の結束を高め、校友会学芸部は、

1924（大正13）年3月、開学後わずか1年にして、学生自身の手で校友会誌創刊号

を発刊した。第2号は同年12月であるが、この時校友会誌は『佐鳴』と号された。

揺籃の「小
さ な る

鳴」（佐鳴湖）が、いずれ天下を聳動させる「大鳴」（遠州灘）に成長する

との期待を込めた命名であった。

　同窓会は、1927（昭和2）年の第2回卒業生を送り出したのを機に設立された。

同窓会誌の創刊は、2年後の1929年8月である。

　翌年1930年2月には、学内に「消費組合」も設立されている。文具・書籍雑誌だ

けでなく制服などの被服や食料品や運動具類まで及ぶ、大学生協の先駆け的事

業体であった。

　米国WH（ウェスティングハウス）社が1920（大正9）年にラジオ放送を開始す

ると、時をあわせて世界でテレビジョンの実験研究が盛り上がった。1921年に

▶ 校友会とスポーツ奨励	 ◀

▶ 校友会誌『佐鳴』と同窓会・同窓会誌	 ◀

２｜高柳健次郎のテレビジョン開発

▶ 最初の「イ」の字が映るまで	 ◀

校内選手権大会優勝盾1929年

川口徳三　第２代校長（1925−1932）
1931浜高工アル

浜松工業会蔵
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東京高等工業学校（現在の東京工業大学）電気科を卒業した高柳健次郎は、1923

年にテレビジョンを研究題目と定めた。1924年、浜松高等工業学校に助教授と

して赴任し、関口校長に着任と同時にテレビジョン研究の許しを願い出た。関

口校長は大変驚いたが、研究の重要性を認め特別の配慮で研究を許可し、電気科、

機械科、応用化学科、物理教室等の教員も研究を応援した。

　その頃のテレビジョンの研究には機械的方式と電子的方式があり、当時大部

分の研究者は機械的方式を研究していた。高柳はテレビジョンの将来を考えて

独り電子的方式を採用した。その後テレビジョンは電子的方式によって完成、実

用化されデジタル化されて現在に至っている。1924年の終わりに撮像管（光電管）

および受像管（ブラウン管）を考案発明し、撮像管は浜松高等工業学校の研究室で

試作し、受像管の試作は東京電気株式会社（東芝）が担当した。最初、雲母板の上

に墨で書いた「イ」の字を送る実験をしたが、なかなか受像が安定しなかった。そ

の後約1年程度の研究で「偏向」ならびに「同期」方式を発明考案して1926年12月25

日に初めて安定した「イ」の字を受像管の蛍光面の上に映し出すことに成功した。

　1929（昭和4）年秋には高真空多極ブラウン管を発明して、一挙に、明るくて大

きな映像を映し出すことができるようになった。この受像管を用いて1930（昭和

5）年5月5日、昭和天皇の静岡県巡幸の際に、浜松高等工業学校に天皇の来校を

仰ぎ、テレビジョン実験が行われた。テレビジョンの研究が公式に認められ文

部省から多額の研究費が支給され、さらに研究二棟が完成した。加えて日本放

送協会（戦後のNHK）から毎年多額のテレビジョン研究費が支給され積極的にテ

レビジョンの研究が行われた。1931年の中頃、映像信号増幅器の研究の進展で

画素1万個のテレビジョン開発に成功することができた。しかし、機械的走査の

カメラではこれ以上精細な画像を送像できず撮像管の研究を再開したものの、

それまでの方式での高精細化は感度が著しく低下し撮像が困難になった。1930

年に積分方式という光を電気に変換して蓄積し読み出しのタイミングと独立さ

せる方式で、高解像度と高感度を両立する方法を考案発明し、1935年には初め

て戸外の景色を自由に撮像することが出来るようになった。こうして1936年春

には全電子方式のテレビジョンが浜松工業高等学校で完成した。

　1937年、テレビジョンの継続研究は、日本放送協会技術研究所（東京府北多摩

▶ テレビジョン実用化	 ◀

「イ」の字 1926年12月25日

テレビジョンと高柳健次郎教授
1944浜高工アル（航空）

1 万画素達成当時のニポー円板送像機と関係者 高柳記念未来技術創造館蔵

高柳記念未来技術創造館蔵
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郡砧村）に移行し、1940年の東京オリンピック（戦時により中止）に向けてテレビ

ジョン放映の準備を進め、1939年5月に日本放送協会においてテレビジョンの実

験放送が開始された。戦後、米軍によりテレビジョン研究が一時禁止されたが、

その後、手先が器用な日本人に電子工業は適している点に加え、テレビジョン

はセット以外にも材料から放送局、俳優や脚本まで裾野が広いことから、高柳

健次郎はメーカーを横断したプロジェクトを構築し、その結果テレビジョン産

業は我が国の一大産業として花開いた。

Column

当時の電視研教職員一同設立当時の電視研究室全景1932 電研50年史 電研50年史

浜松高工時代のテレビ研究
日本ビクター KK 取締役

浜松工業会特別会員
高柳健次郎

1. テレビの研究動機
　私は大正10年に東京工大の前身である
蔵前の東京高等工業学校電気科を卒業し
た。卒業に際し、中村博士から「君達は
卒業したら世の中の為になるものを開発
せねばならぬ。しかし今流行しているも
のをやっても駄目だ。10年、20年後に
なくてはならぬものをじっと辛棒して勉
強せよ。西洋の諺に、Fortune の神は、
前髪はふさふさしているが、後頭部は禿
げている。後からいくら追ひかけてもす
べって捕まらぬ。前に廻って待伏して前
髪を捕まえねばならぬ。」と諭された。
　私は深く感銘して、よし何かよい題目
をみつけ、それをじっと勉強して、きっ
と世の中のお役に立つものを開発しよう
と決心した。
　さて私は卒業後神奈川県立工業学校の
教諭になって横浜に住んでいたが、一心
に研究題目を見付ける様努力した。英米
独仏其他の国の電気専門雑誌を講読した
り、汽船の電気見習ひとなって米国へ渡
航を企てたり、大学の諸先生を訪問して
教えを乞うたり、横浜に来た電気関係の
外人の技術者を訪ねたり、無線会社の先
輩の御指導を受けたりして探したが、思

う様な題目が見つからなくて大いに焦っ
ていた。
　当時はまだラジオがない時代である。
米国では1～ 2年前から、ラジオという
ものが始まっている噂があった。しかし
ラジオは既に近く日本でも実用化される
が、既に多数の先輩が勉強中であるので、
自分がやるには遅い。私はラジオの次の
問題をやりたいと考えたのである。
　大正12年の初夏、即ち関東大震災の
直前に神は私に大きなチャンスを与えて
下さった。私はフランス語の学習のため
に、横浜の山下町のフランス領事館に
通った。その帰途、居留地の外国の本屋
の店頭で、偶然、フランス通俗雑誌に未
来のテレビの漫画を見たのである。ラジ
オの次は写真電送、其次はテレビだ。私
は初めてテレビのあることを知って感激
した。そしてこれを一生かけて勉強、開
発しようと決心した。

２. 浜松高工へ着任、テレビ研究の許可
　テレビ研究には、よい指導者と研究設
備が必要だ。私は大学とか研究所への転
任を希望して、東京工大の山本教授にお
願いした。
　山本教授は、早速其友人であり且つ私
の先輩にあたる中島友正教授に話をして
下さり、大正13年4月に新設開校の浜松
高工に助教授として転任する様になった。

　さて、大正13年5月、初めて校長室に
関口校長を訪ねて、着任の御挨拶をした。
　関口先生は「君は何故浜松高工に希望
したのか？」と質問された。私は「浜松は
私の郷里であるばかりでなく、実はテレ
ビの研究をしたいので」と申上げた。「テ
レビとは何んだ」と問われ、私は「無線遠
視法と言って遠くの景色や人物が居乍ら
に見える方式で、東京の歌舞伎座の芝居
が、浜松で家庭に居乍ら見える様になる
ものだ」と御説明した。
　関口先生は、大変驚き、「そんな馬鹿
な事が出来るものか」と叱られたが、思
い返されて、「そんな事が出来る様にな
れば大変な事だ。一体研究費はいくら位
かゝるのか」と問われた。
　私は恐る恐る「2,000円か3,000円あれ
ば」と申上げたところ、中沢会計主任を
呼ばれ、文部省よりの予算の事を尋ねら
れ、「その位の金なら文部省にかけ合っ
て、出して貰う様にする」と仰って、テ
レビ研究を許して頂いた。
　当時関口校長は生徒には自由啓発と運
動を奨励され、職員には研究開発、学問
の勉強を奨励されていた。それで私の様
な未熟な若者の言う事を取り上げて、テ
レビ研究に着手出来た訳で大変幸せであ
り、まことに有難い事と思っている。
（『佐鳴』第48号　1973年）
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　1936（昭和11）年5月、創立以来教頭職にあり、その後文部省視学官を務めた安

達禎が第4代校長として着任した。1932年に創立10周年を経た浜松高等工業学校

は、1937年3月の第12回卒業式の時点で、開校以来、機械・電気・応用化学3学

科の下、1354人の卒業生を輩出していた。同年7月、日中戦争が勃発し、工業力

増強が急がれ産業界の技術工員の不足を補うために、8月に高等工業学校16校で

工業技術員養成科（修業年限半年間）が設置され、浜松高等工業学校に電気科が

設置された。

　戦時色が強まると技術系の学生・工員の必要性はさらに大きくなり、全国で

の高等工業学校の拡充に合わせて、1938年度に本校入学者の増員が行われ、機

械科90人、電気学科（電気科の拡充）55人に増員された。また日本放送協会の依

頼によって技術員養成の無線工学専攻科（定員30人、修業期間約半年程度）も新

設された。

　かねてから浜松高等工業学校は、電気学科卒業生の三分の一が従事している

弱電工学分野の学科と、精密測定機、精密工作機械などの分野の学科の設立を

申請していたが、1939年度に通信工学科と精密機械学科が増設されて本科5学科

となり、夜間課程修業年限2年間の浜松機械技術員養成科も新設された。1940

年になると文部省は中等学校教員養成のための臨時教員養成所の拡充を決定し、

浜松高等工業学校に浜松臨時教員養成所（修業年限三カ年、物理化学科、数学科

は1941年度設置）を再設置した。

第２節　戦時から戦後へ

▶ 日中戦争下の学校組織	 ◀

１｜浜松高等工業学校の発展

Column

Column

　1940年、校旗がなかった浜松高等工
業学校に、校旗が作られた。紀元2600
年記念行事の一つで、御真影奉安殿設
置とあわせた、戦時色が深まる中での
制定であった。

　3年間修業し、年度末の3月に卒業
できたのは、1940年度の第16回卒業
生（1941年3月卒）までである。第1回
（1925年度）以来の卒業生総数1855人の
主な就職別をみると、技術者公吏362
人、会社工場技術員1178人、大学専門
学校・工業学校教員などの学校教員83
人である。死亡108人という数は、戦争
の影響も示していようか。この年の記
録には兵役が示されていないが、前年
までの卒業者の内訳には、兵役59人と
ある。

水力実験

校旗

旋盤 1936浜高工アル（機械） 1936浜高工アル（機械）

1944浜高工アル（航空）
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駅伝競走

映画部

駅伝競走

内燃機関研究会

工場の人々

食堂

駅伝競走

野外教練

写友会

1936浜高工アル（機械）

1936浜高工アル（機械） 1936浜高工アル（機械）

1936浜高工アル（機械）

1936浜高工アル（機械）

1938浜高工アル（電気）

1936浜高工アル（機械） 1936浜高工アル（機械）

1936浜高工アル（機械）
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　日中戦争開戦から４年、航空機製作技術者の養成が急務となった1941（昭和

16）年の3月、本校でも航空機製作の技能修得を目指す航空工学科が増設された

（志願者数1217人、80人入学）。太平洋戦争が始まり燃料の重要性がさらに高ま

ると、化学科の姉妹学科として設置が要望されていた燃料化学科が増設された

（1943年度、40人合格）。しかし学科などの増設とは裏腹に、1941年度から修業

期間が短縮された（1941年度卒業生は1941年12月、1942年度卒業生から6カ月繰

り上げ）。

　1943年には悪化する戦局のなか、1月の新専門学校令で教育体制が｢皇国体制｣

へと大きく傾斜した。1944年3月文部省令28号によって高等工業学校が工業専門

学校へ再編され、浜松高等工業学校も4月1日に校名を浜松工業専門学校と改称

し、本科第一部・第二部の制度に改編した。第一部は、機械科（第一）・機械科（第

二）・航空機科・電気科・電気通信科・化学工業科・燃料科で構成、従来の「学科」

から「科」に改められた。第二部には機械科・電気通信科、さらに臨時別科とし

て工業技術員養成科 （電気通信科）が置かれた。第二部の設置は夜間課程（修業

年限4年間）を置くことにより、さらに多くの工業技術者を養成するためである。

　1945年になっても組織拡大は続き、科学研究補助技術員養成所（修業年限6カ

月。化学分析科・電気計測科・数値計算科）、航空機科（第二部、入学者58人）を

設置した。3月18日に政府は本土戦場化に対応すべき決戦施策の一環とした決戦

教育措置要綱を公布し、4月より1年間、国民学校高等科より大学までの操業停

止を断行することとした。5月19日と6月18日に浜松市街地は連合国軍の激しい

空襲を受け、この2回の空襲で校舎は壊滅的な被害を受け、8月15日の終戦を迎

えた。

　高柳教授のテレビジョン開発のめざましい成果を受けて、浜松高等工業学校

が日本放送協会へ行った協力（高柳教授の嘱託勤務、研究員21人を委譲、技術指

導、特許使用権の譲渡など）に対して協会から得た報奨金を元に10万円の基金で、

校内に財団法人浜松高等工業学校電子工学奨励会が1937（昭和12）年10月に設立

▶ 太平洋戦争下の学校組織	 ◀

▶ 財団法人浜松高等工業学校電子工学奨励会	 ◀

軍事教練 1938浜高工アル（電気）

1944浜高工アル（航空）初夏の航空一号館

木村正　第６代校長（1941−1946）
1944浜高工アル（航空）

学生たち	 1944浜高工アル（航空）
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された。奨励会は浜松高等工業学校における電子工学の実験実習の発展を目的

とし、資金の交付、電子工学技術員養成などへの援助事業を行った。この会に

より浜松高等工業学校での先進的な研究や学生教育で大きな成果を上げた。な

お奨励会は現在まで引き続き支援を続け、1985（昭和60）年度に｢高柳賞｣（｢記念

賞｣｢研究奨励賞｣）を創設し、2021（令和3）年度までに186人が受賞している。

　日中戦争勃発（1937年）を契機に、「国民精神総動員運動」が全国的に遂行され、

浜松高等工業学校においても元外務大臣による「国民の教養」と題する特別講義

が行われた。1938（昭和13）年、「国家総動員法」が成立し、学生生徒の勤労作業

を促す文部省の指示の下、浜松高等工業学校では市営運動場や本校第三運動場

の地均し作業などが行われた。この時世のなか、1939年着任の長岡寛統第5代校

長は、国民精神・国体観念への理解を求め、個人主義・自由主義・唯物主義な

どの排斥を訓示した。長期化する戦争に向けての対応は浜松高等工業学校でも

さらに進み、防空訓練のための「警防団」の組織（1939年）、時局に対応する人物

基準確立のための「浜松高等工業学校綱領」の制定（1940年）がなされ、「皇国の使

命」の自覚、「奉公の誠」、工業報国が謳われ、自由啓発の校是は大きく転換した。

これに基づき、「浜松高等工業学校報国隊」が結成され、軍事教練・防空演習・

灯火管制演習などが一層盛んに行われるに至った。

２｜第二次世界大戦下の浜松工業専門学校

▶ 自由啓発の揺らぎ	 ◀

田中保（45K）提供駅伝競走　1943.4.30

会計課

食堂 1938浜高工アル（電気） 1938浜高工アル（電気）

1938浜高工アル（電気）1938浜高工アル（電気） 交流理論

製図
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　1941（昭和16）年12月8日、日本は米英に宣戦布告し、太平洋戦争が始まった。

校内では、1942年1月の文部省からの「戦時学徒自戒五条」通牒を受けて軍隊並

みの週番制度が実施されている。手狭となった運動場の新設は、生徒の勤労

奉仕の成果として1942年2月に竣工した。富塚村・広沢村・入野村にまたがる

8000坪の運動場は、佐鳴運動場と命名された。5月には、「大東亜建設に対する

文教政策」が出され、「大東亜における指導国民たるの資質の錬成」が教育の目

的として具体化された。専門学校に対しても「皇道の道」に則った国家有用の人

物の錬成が目的とされ、産業報国・職域奉公の修練を中心とし、全寮制による

24時間錬成の「学園即兵営」の場となることが目指された。文部省により、「昭

和18年度学徒野外連合演習」が仙台宮城野原と愛知県下の二か所で挙行され、

中部では6県下77校12000余人が参加した。戦局悪化の中、文科系の学徒出陣も

開始される一方、理工系は「皇国学徒」としての使命が強調され、国のための工

業の高等教育という主旨から、前述のように浜松工業専門学校と改称された。

1944年1月には、緊急学徒勤労動員方策要綱が決定され、生徒達も、豊川や沼

津などの海軍工廠などへの学徒動員となった。前述のように、1945年4月から

の授業は原則停止となり、1945年度入学者は、入学式もなく勤労動員工場へ配

属され、入学式が行われたのは、敗戦後の9月15日であった。この間、6月18日

の浜松空襲で校舎がほぼ全焼したため、学校本部は富塚町の西寮に移転して、

学校事務が継続された。

▶ 太平洋戦争下の学校生活・勤労動員	 ◀

駅伝競走 入学試験

受験票と合格通知 1942浜高工アル（通信工）

1942浜高工アル（通信工）

1942浜高工アル（通信工）

1942浜高工アル（通信工）

1942浜高工アル（通信工）

廠営

記念祭
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　終戦後の9月、文部省は、軍国主義的思想と施策の払拭と平和国家の建設を示

唆し、10月22日、占領軍の「日本教育制度に対する管理政策」は、軍国主義イデ

オロギーの払拭と自由主義、民主主義の推進の方向を示した。さらに1946（昭和

21）年3月の米国教育使節団の報告書に基づき、自由主義教育の推進と、そのた

めの大学の増設などが示唆された。全国の学校では「自主確立」の動きや学園民

主化の運動も活発になり、浜松工業専門学校でも4月には学校自治会が結成され

た。戦時中に拡大された医科工科の各専門学校は全国的に大幅に縮小され、浜

松工業専門学校でも入学定員の減少、第二部の募集が中止された。

　1946年5月着任の第七代江見節男校長（～ 1951年3月まで。1949年5月より初

代工学部長兼務）の下、戦後の教育体制が再建されることになる。修業年限は、

2月の法令により、3年制に復していた。この頃からの授業は、前年から仮校

舎として使用していた元千葉防空学校浜松分教場の継続使用が実現して、6万

4713坪の利用（建坪3752坪）がかなうとともに、この分教場には工作部があり、

工場実習の条件も付随していた。同じ頃、教職員生徒の協力で、浜松工業専

門学校校舎の一部の整備が行われ、旧校舎と仮校舎（分教場＝兵舎）で授業を

実施する体制が一応整った。また、当年度より従来の3学期制から前期・後期

の2期制への変更がなされ、翌1947年2月、浜松工業専門学校用地に電視研究

施設を中心とする「理工学研究所」が設置された。これにより、分教場の軍用

地（6万余坪）が本校敷地となり、広沢の旧校舎用地（約1万8000坪）は、理工学

研究所用地となる。佐鳴運動場（約1万5000坪）などを合わせ学校管理の総坪数

は9万9594坪であった。

　この年3月には529人への卒業証書の授与、4月には189人の入学が許可された。

定員の差が、戦時中の増員ぶりと戦後の教育の正常化の落差の大きさを物語っ

ている。

３｜戦後復興

▶ 学校の復興とキャンパス移転	 ◀

Column

　占領政策の最初の影響は、1945年12
月の航空機科廃止として現れた。同科
の在校生は、機械科（第一）に編入され
た。第一、第二に分かれていた機械科
も統合されたので、戦時中の7学科は一
旦5学科に統合されたが、1946年5月、
機械科が機械科と精密機械科に分離し、
6学科となった。

Column

　1945年6月から富塚町の西寮で臨時
の学校運営を行っていた浜松工業専門
学校は、9月、元千葉防空学校浜松分教
場（元の高射砲第一連隊兵営）の無償使
用を認可され、移転した。現浜松キャ
ンパスでの教育は、こうして応急措置
として始まった。授業は、9月17日から
再開したが、この施設では教室が不足
し、当初は、興誠中学校（後の浜松学院
高等学校）および追分国民学校（現・追
分小学校）でも行われた。戦後最初の卒
業式は、敗戦後の9月29日である。第
21回目の卒業生であった。なお、自治
会が結成されたのも、興誠中学校の教
場である。

Column

校長時代の思い出
初代工学部長　江見節男

　昭和21年5月9日、私は浜松駅に下車
した。この日は私が浜松工専に赴任し
た最初の日であった。駅頭には多数の
学生がトラックに乗って私を迎えてく
れた。焼け残った古い自動車で、私は
学校へ送ってもらった。この古い自動
車が10年間私と一緒にあって、戦災学
園の復興と新制大学への転換並びに工
業短期大学の創設に役立ったものであ
る。20才の頃、東京大学在学中夏休み
に帰郷の途、浜松駅に下車して和田村
の金原明善翁（その当時翁は72才だった
と思う）を訪問したことがあるが、以来

30有余年浜松下車は2回目で、戦災の
激しかった浜松市街のこととて、広沢
町の校舎もわずかに1棟をのこしたまま
で、追分町の新敷地（元高射砲学校跡）
にある兵舎での授業が、ほそぼそと行
われているに過ぎなかった。広沢町に
残ったこの1棟が、今もテレビジョンの
研究に利用されている電子工学研究施
設の建物である。
　新敷地は広くとも、学ぶにたる校舎
は兵舎の改造にすぎないもので、赴任
して最初の仕事は学園の復興と申すべ
きことであった。教職員の多くも戦災
にあい、一家のことを考えつつ教授と
研究と忙わしい日々を送っておられた。

学生のために自啓寮という小さいもの
が一つあったが、他は兵舎を当ててい
るわけであり、校内にある食堂では約
500名のものが、朝はうどん、昼はサツ
マ芋などで若さを養っていた。1週間に
わずか1度の寮の風呂もその頃は嬉しい
ものの一つであった。寮生の昼弁当もサ
ツマ芋が主なもので、それを校庭で食
う状況であり、戦後とはいえよい修練
でもあった。そんなわけで学生達の気
持ちも、将来どうなるであろうか見透
しがつかず、″先生はどうして今後教育
して行かれますか″という質問を度々受
けた。講堂らしくはないが大きな部屋
（格納庫）に学生一同を集め、私は勤勉、
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親切、清潔というようなことを目標に
して、ともに学園の復興に努力してほ
しいと話した。この三つの目標は実行
しにくいものであるが、戦後最も大切
なものと信じたためである。その当時
は戦争中の反動のためか、出席をとる
というようなことに学生達の反対する
気風が強かったので、負けた国の国民
としてわれわれはよく働かねばならぬ。
そして学生は学生として学問に精進し
たい。そう考えると出席をとるか、と
らぬかということは問題にならないこ
とだということを説いて了解させるこ
とができたと思う。またその頃授業料
値上げの問題もあって、全国的に学校
ストの気分が盛り上り、ある日20有余
名の学生は2名の教官に伴われて私を訪
ね、明日学校ストを行うかも知れない
からとの報告があったので、勤勉をモッ
トウとする学生が学問を放棄するとい
うような考えには賛同し得ないと申し
伝えたところ、よく私の心持を理解し
てくれたものか、学校ストは行われな
かった。このことを思い出すと、今日
でも喜びを感ぜざるを得ない。
　また、その頃は食糧のことで、寄宿
舎の炊事委員の苦労は並大抵のことで
なかった。夏休みの終る頃、炊事委員
より1週間休みをのばして欲しいとの申
し出があった。その時私は、全国的に
夏休みをのばすことが行われているよ
うだが、一つの学校だけでも規定通り
授業を行いたいものだと申した。委員
達はこれをよく了解してくれたのであ
ろう、直ちにトラックに乗ってサツマ
芋の買出しを始めた。その頃、汽車に
乗るにも窓から入ったり出たりする風
があり、汽車中で昼飯代りに焼いたト
ウモロコシやふかした芋を口にしてい
るというわけで、住はもちろん衣にも
食にも心を悩ますことのみ多く、親切
ということ、清潔（純潔）ということに
お互いが気をつけ励ましあい、助けあっ
て行きたいものだと学生達に話したわ
けである。
　他面、精神的にゆとりを持ちたいと
いうか、教養というようなことを考え

て、学生達に長谷川如是閑、安倍能成、
天野貞祐、森戸辰男、亀山直人、勝沼
精蔵、湯川秀樹、笠信太郎、日高第四郎、
前田多門、谷川徹三、金森徳次郎の諸
氏を招き講演をきかせることができた。
天野先生の″学而思思而学″の額は工学
部の学生会館に掲げてあるが、これ等の
先生の話は大変感銘ふかいものであっ
たと思っている。学生達の希望もあり、
天野貞祐氏はその後も来講され、学生
達と食堂で食事をされる等親しく懇談
の機会を与えられた。これらの講演会
はひとり学生のみならず、浜松市の人
達にとっても意味があったように思わ
れる。
　浜松には楽器に関係ある会社がある
ことを思って、度々東京より音楽家を
招き演奏会を行うほか、学生達自身で
学生演劇を試みるということが行われ、
これらの催しは戦後の何ともいい得な
い不安な気分を、幾分でも払いのける
のに役立ったと信じている。

江見節男「顧みて工学部を思う」
『静岡大学10年史』より

浜松高工の思い出
櫻場周吉

　（私が）工学部の前身であった浜松高
工に赴任したのが、1939（昭和14）年４
月である。（中略）
　1941（昭和16）年の晩秋のある日突然
発病、太平洋戦争の直前入院、１年半
程の療養生活後辛うじて復職した。戦
争中の混乱した学園生活、勤労動員さ
れて各地の工場に分散された学生と起
居を共にし、細々と講義をした思い出
（後日ある卒業生から、先生の工場でや
られた金相学（金属組織学）の講義が、
自分の進路に大いに役立ったと語られ
た）、敗戦後の食糧欠乏と過労のため病
気が再発し、ある宅の倉庫の一隅に病
床で動けぬ私をリヤカーにのせて入院
させてくれた卒業生のこと、大手術し
た私に輸血してくれたいま一人の卒業
生が、一年後に難病で死去したことな
ど記憶に鮮明である。給料がソフト帽

子一個の値段位のインフレのはげしい
時である。戦災で一切の書籍を失った
私に、古い専門書を送ってくれた卒業
生もあったが。すべて、かつての教え
た人々の思い出にかかわることが多い。
休職を免れるためわずか６カ月の入院
で退院。４キロ近い路のりをあえぎな
がら通勤した苦しい日々だった。
　戦争の数年間は現在の工学部キャン
パスの所にあった焼け残りの兵舎や高
校の校舎を間借りしての授業で、何もか
も不如意の年月であった。そして1949
（昭和24）年６月、静岡大学が設置され
たのである。開学したとはいえ、工学
部は兵舎をわずかに改装した程度の校
舎で、夏は暑苦しく、冬は炭火でやっ
と暖をとったもので、教室内は寒さこ
の上ないものであった。
　キャンパス内に僅か1400平方米足ら
ずの最初の鉄筋の研究・実験棟が建て
られたのは十年後である。100万円もし
ないスペクトルフォトメーターが高価
設備として最初に学部に購入されたの
が５年後であった。部品を幾度も取り
換えた程、昼夜の別なく使いまくった
ものである。現在の大谷キャンパスや
工学部の建物設備を見る人々は想像も
出来ぬことであろう。
　学生の多くは草履や下駄ばきで、靴
をはいて登校するものはまれだった。
みんなが空腹にあえいでいた。学生の
中には戦争から解放されて帰ってきた
者もいた。誰もが悩みと苦痛をしのば
せていたのであろう。しかし私の記憶
に残るものは彼等の明るく生々とした
充実感のまなざしである。実験室でも
われわれのぼろぼろの住家でも彼等と
の談合が絶え間なかった。国の歴史の
こと、政治や社会のこと、ゆっくり考
えてみる余裕などなかったに違いない。
ひたむきに将来に何かを求めて止まぬ
時代であり、教官も職員も学校の再建
と立派な大学を作ろうと必死だったの
である。

（櫻場周吉『枯凋の記』1982年所収
初出：『静大だより』第48号「退任に際し

て」1977年４月）
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　1946（昭和21）年11月3日、日本国憲法が公布され、翌1947年3月に教育基本法、

学校教育法が公布された。修業年限4年を原則とする新制大学が設置されること

となり、大学による自主的な基準設定が行われることになった。5月には、全国

46大学の代表による「大学設立基準設定連合協議会」が開催され、地方の各大学

高専校の意見を求めるべく、中部ブロックでは6月に官立高等専門学校長の会議

が開かれた。

　浜松工業専門学校では、1947年6月、自治会主導のもと、同窓会と協力して「浜

松高工会」が結成され、大学への昇格運動を推進することとなった。8月には、

静岡県知事を会長とする「浜松工業大学期成同盟会」が結成され、寄付金の募集

や啓蒙活動などを行った。他方、10月には校舎の第一期補修工事が完成、教室

や実験室、図書閲覧室などの新営事業も進められ、1948年1月には同窓会である

浜松工業会の現役学生厚生事業として生産工場も開設された。

　しかし、浜松工業専門学校を個別に大学として設置する認可申請は通らなかっ

た。連合国軍総司令部の指導を受け文部省は国立大学を一県一大学とし、5月、

浜松工専・静岡高校・師範学校の代表者が、新制静岡大学の組織案について協

議し、法文学部と学芸学部を静岡市に、浜松工専をベースとする工学部を浜松

市に設置する三学部複合大学にすることに合意した。この協議会において、浜

松の学部と静岡の学部の橋渡しの意味をもって、工学部のジュニア学生の教育

の一部（約3分の1）を静岡で引き受けることが承認された。

　1949（昭和24）年4月閣議決定された「国立大学設置法」に基づき、静岡大学は第

二期校とし、本部－静岡市、工学部－浜松市、文理学部－静岡市、教育学部－

静岡市・浜松分校・島田分校、として認可された。こうして浜松工業専門学校

は、一般教養の自然科学関係の一部を担当するとともに、機械工学・電気工学・

工業化学の三科を置く静岡大学工学部（定員560人）として新たな歩みを始めるこ

ととなった。

▶ 浜松工業大学と静岡大学工学部の間で	 ◀

校友会新発足  1946年

工場　1948年頃図書館　1948年頃

本田アル

三輪アル三輪アル

兵舎と正門  終戦直後の和地山移転の頃
本田アル
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浜松工専創立25周年記念祭プログラム（浜松工業会蔵）

記念祭 記念祭チラシ

浜松工専創立25周年記念祭ポスター（浜松工業会蔵）

1947年

1947年

本田アル 1931浜高工アル

昭
和
二
十
二
年
十
月創

立
二
十
五
周
年
記
念
祭
プ
ロ
グ
ラ
ム濱

松
工
業
專
門
学
校

日
曜

校
　
内
　
行
　
事

校
　
外
　
行
　
事

８
水
自
　
午
后
二
時
　
一
高
校
長

　
　「
文
化
ト
教
養
」　
天
野
貞
祐

11
土
自
　
午
后
一
時
　
本
校
講
堂

　
　
學
術
講
演

自
　
午
后
二
時
　
於
　
市
會
議
事
堂

　
　
學
術
講
演

13
月
自
　
午
前
十
時
　
本
校
講
堂

　
　
文
化
講
演
　
武
者
小
路
實
篤

16
木

街
頭
宣
傳

　
　
街
頭
ス
ト
ー
ム
　
街
頭
演
説
　
音
楽

隊　
　
假
装
行
列
　
花
自
動
車

17
金

18
土

前午
自
　
九
時
　
於
　
本
校
講
堂

　
　
記
念
祭
式
典
　
來
賓
参
列

晝
夜
於
東
洋
劇
場

后午
自
　
十
二
時
半
　

　
　
各
科
展
覧
會
参
觀
開
始

　
　
記
念
祭
式
典
　
來
賓
参
列

　
　
テ
レ
ビ
ジ
ヨ
ン
映
寫
實
驗

　
　
近
縣
特
產
品
振
興
展
示
會

自
　
五
時
　
於
本
校
講
堂

　
　
東
京
フ
イ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　
　
音
樂
會
第
一
回
演
奏

學
生
演
劇

　
　「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ヴ
エ
ル
グ
」

　
　「
檢
察
官
」　
其
ノ
他

　
　「
リ
ヤ
王
」

19
日

自
　
午
后
一
時
　

　
　
東
京
フ
イ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス

　
　
ト
ラ
音
樂
會
第
二
回
演
奏

　
　
各
科
展
覧
會

　
　
近
縣
特
產
品
振
興
展
示
會

　
　
テ
レ
ビ
ジ
ヨ
ン
映
寫
實
驗

映
画
會
　
於
　
濱
松
劇
場

20
月
各
科
展
覧
會

　
　
近
縣
特
産
品
振
興
展
示
會

コ
ロ
ン
ビ
ヤ
映
画

　
　「
新
妻
は
御
醫
者
様
」

　
　
バ
ー
バ
ラ
・
ス
タ
ン
ウ
イ
ツ
ク

21
火
テ
レ
ビ
ジ
ヨ
ン
映
寫
實
驗

第２節　戦時から戦後へ　｜ 15



電気学科室

野外教練

実験

日本楽器株式会社（工場見学）

三菱造船所（長崎）（工場見学） 銃器室

製図室

実験

造幣局（工場見学）

数学科室 バスケットボール1926浜高工アル

1926浜高工アル

1931浜高工アル

1931浜高工アル

1931浜高工アル

1926浜高工アル

1931浜高工アル

1931浜高工アル

1931浜高工アル

1926浜高工アル 1926浜高工アル

■学ぶ■
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教務課

生徒控室

図書室

売店

新入生歓迎会記念祭

佐鳴湖 ビリヤード 麻雀

駅伝

駅伝

駅伝余興

1931浜高工アル（電気）

1931浜高工アル（電気）

1931浜高工アル（電気）

1931浜高工アル（電気）

1931浜高工アル1931浜高工アル（電気）

1931浜高工アル（電気） 1931浜高工アル（電気） 1931浜高工アル（電気）

1931浜高工アル

1931浜高工アル

1931浜高工アル

■校内■

■行事■

■遊ぶ■
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戦時下の学び　−浜松工業専門学校航空機科学生の講義録から－

特 集

　ここに掲載するのは、戦時から戦後の
混乱期に浜松キャンパスで航空工学を学
んだ学生の講義録である。ノートは、主
として1944（昭和19）年度中の講義の内
容を記載していると思われるので、浜松
高等工業学校が浜松工業専門学校と改称
された最初の入学者ということになる。
　戦時最末期の学びに関する貴重な講義

録を残されたのは、長野県出身の松尾直
衛氏で、ご家族から資料（卒業証書と3冊
の講義録）を託された。松尾氏は、1926
（大正15）年7月生まれ、1944年度の浜松
工業専門学校入学者となり、1947（昭和
22）年3月に卒業された。航空工学の内
容は、戦時を反映して実戦想定の戦闘機
学であり、専門学校の専任講師の講義内

容のほか、卒業生を中心に航空機関連産
業に携わってきた方々を特別講師として
招聘し、戦闘機生産を多角的な側面から
学んでいた姿が読み取れ、日本の科学政
策を批判している講師もいたことがわか
る。ここでは講義録の一端を紹介する。
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静岡大学浜松キャンパスの成立

第２章

1965年 頃 全景1965年 頃 全景 1966化学工卒アル1966化学工卒アル



　第一次「静岡大学設置申請書」は、1948（昭和23）年6月に提出したが、計画の一

部に不備があるとされ、不受理となった。この時は静岡大学を工学部と学芸学

部の2学部で構成する案であり、工学部は機械、電気、工業化学、応用理学の4

系統で構成する計画であった。文部省の計画指導に基づき、第一次案を変更し、

教育学部を独立させ、工学部から応用理学を削って、同年10月、第二次「静岡大

学設置申請書」が提出された。工学部には、機械工学、電気工学、工業化学の3

系統を置く案であった。1949年3月、大学設置委員会によってこの案にしたがっ

て、静岡大学工学部の設置が決定された。第一回入学式は1949年7月に東部地区

は文理学部で、西部地区は工学部で挙行された。全学部入学者は731人であり、

そのうち、工学部は93人であった。

　9月から古い兵舎を補修した建物を校舎として授業が行われた。そして11月に

は浜松市公会堂で浜松工業専門学校と静岡第二師範学校の大学昇格を祝う祝賀

会が開かれた。「浜松工業大学」の実現を目指し、単独の大学が無理な場合は大

学本部の誘致も目指していたが、一学部とは言え、国立大学の設置は浜松市に

第１節　学部・研究所の整備

１｜工学部の発足

▶ 大学昇格	 ◀

静岡大学設置当時の浜松キャンパス 静岡大学10年史

本田アル

静岡大学10年史工学部及び工業短期大学部の建物配置図

工学部門標　1949年頃
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とって慶賀すべき出来事であった。大学昇格祝賀会は1週間に渡って開催され、

諸行事が行われた。29年の歴史の中で、多くの人材を送り出した浜松工業専門

学校は、工学部の設置に伴い、1951年、第26回の卒業式を挙行して廃止された。

同時期に「浜松工専同窓会」総会が開かれ、浜松高等工業学校、浜松工業専門学

校に新制静岡大学工学部卒業生も会員に加えて「浜松工業会」と改称された。

　工学部初代学部長には浜松工業専門学校校長の江
え み

見節
み さ お

男が就任した。江見は

1890（明治23）年岡山県生まれであり、東京帝国大学理科大学純正化学科（現在の

東京大学理学部化学科）卒業で、浦和高等学校（現在の埼玉大学）、第八高等学校

（現在の名古屋大学）教授等を経て、1946（昭和21）年、工学部初代学部長に就任

した。江見には『高等有機化學』（裳華房、1933年）などのほか、『高等化學計算法

解義』（裳華房、初版1932年）の著書がある。本書は版を重ね、静岡大学附属図書

館浜松分館に所蔵するものには「修正8版（1943年）」がある。本書が江湖に評価さ

れ版を重ねたこと、また、江見が研究熱心で改訂を怠らなかったことが知られる。

　工学部発足時、数学2講座（教授1、助教授4）、物理3講座（教授2、助教授1、講

師1）、機械工学5講座（教授2、助教授4、講師2）、電気工学5講座（教授3、助教授

3、講師2）、工業化学5講座（教授4、助教授4、講師3）、繊維工学1講座があった。

ほかに、体育・社会・人文・外国語は併せて教授1、助教授5、講師1が認められ

ている。全体では教授12、助教授21、講師9の42人の教員計画が認められた。

　学生の募集は、工学部80人に加えて、文理学部乙類40人が2年修了後に工学部

に進学することになっており、合わせて120人の定員であった。

▶ 初代学部長・講座編成	 ◀

Column

浜松工業大学構想から
　静岡大学工学部設置へ

初代工学部長　江見節男
　戦災をうけた学園も、一応復興の域に
近づいてきたとき、新制大学の問題が
起ってきた。静岡県は案外細長い地域を
占め、当時浜松市には浜松工業専門学校、
静岡第二師範学校、島田市には静岡青年
師範学校、静岡市には静岡高等学校、静
岡第一師範学校、三島には静岡第一師範
学校女子部があって、それらの学校はそ
れぞれ地元とよく結びついて、伝統も学
風も自然に異なるものを持っていた。
　工専としてはそのまま浜松工業大学を
と念願し、卒業生はもちろん、地元の人
達もこれに賛成されたのである。これと
同じように各学校それぞれ単独昇格を希
望されたことであって、自然に種々の案
が工夫された。しかし、中央の設立の方
針は一県一大学ということに決まり、上
に述べた各学校は一緒になって一つの大

学を形成せねばならぬことに決まった。
大学の名前を静岡とするか、浜松にする
かということも数回県庁に集まって論議
されたが、今日の如く静岡大学と呼ばれ
ることにまとまった。そして静岡高校は
文理学部、師範学校は合一して教育学部、
工専は工学部として発足することになっ
た。
　新制大学として各学校における教授、
助教授、講師の資格審査のこともあり定
員数のこともあり、しかも静岡大学全体
の教職員の定員数のこともあり、予算に
関することもあり、3学部間においてそ
の打ち合わせに少なからぬ日数を要した
ことはもちろん、相互が都合よく運ぶよ
うにと努力に努力をかさねたものであ
る。その生みの苦しみが今日の静岡大学
の大をなしていると信じている。
　工学部のことを考えると、1947（昭和
22）年1月に学園復興に協力するための父
兄会が生まれ、今日においても父兄会は

学校当局に大いに協力されている。その
年の7月には大学昇格準備の事務局もで
き、その8月には浜松工業大学期成同盟
会（県知事小林武治氏が会長）もでき、県
市のこの方面における協力体制も活発に
なってきた。
　静岡大学の構想に伴って、学長問題に
ついても委員は東京に飛び、京都に走り、
それぞれ初代学長のことで忙しい思いを
した。昭和24年5月末、年長者の故であ
ろう、一応私が学長事務取扱いに任ぜら
れ、形式的に静岡大学が生まれた。それ
で私は毎週2回浜松から静岡にでかけた
かと思っている。そしてついに東大を定
年退官されていた工学博士井口常雄氏
が、昭和24年6月18日初代学長に就任さ
れることに決まって、私は重荷をおろし
たわけである。

江見節男「顧みて工学部を思う」
『静岡大学10年史』より

江見節男　初代工学部長（1949−1956）
1955アル
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　第2代工学部長は西岡新太郎である。東京帝国大学工科大学応用化学科を卒業

し、複数の会社勤務を経たのち、名古屋高等工業学校（現在の名古屋工業大学）

講師を経て、浜松高等工業学校教授となった。静岡大学発足後、工学部教授と

なり、1956（昭和31）年、工学部長に着任した。この年、浜松工業会創立30周年

記念事業として「佐鳴会館」の建設が決議され、西岡は建設推進の一翼を担った。

　西岡以降、それぞれの工学部長のもと、工学部は発展していく。1957年、工

学部に精密工学科が設置され、従来の機械工学の分野では扱わなかった応用物

理、電子工学、計測制御、機械要素、精密加工などの講義が行われ、産業のオー

トメーション化に寄与した。

　ついで、1958年、化学工学科が新設され、拡散単位操作、機械単位操作、反

応工学、化学工場計画等の講座が組まれ、石油化学や食品工業分野に貢献する

ことになった。また、前工学部長時代に企画された「佐鳴会館」が竣工し、1957年、

落成式が行われた。

２｜工学部の発展

▶ 精密工学科・化学工学科の増設と佐鳴会館の竣工	 ◀

佐鳴会館竣工よびかけ文　1956年

西岡新太郎　第２代工学部長
（1956−1957）

佐鳴会館 1975工学部案内

1963機械工卒アル設立当時の佐鳴会館

附属図書館蔵
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　1961（昭和36）年10月、工学部に高柳記念館が建設された。また、1962年、合

成化学科が新設され、合成化学工業分野で活躍する技術者を輩出するように

なった。合成化学科では、有機化学工業、無機化学工業を問わず、合成化学分

野のあらゆる側面にわたった。

　1964年、工学部に大学院工学研究科（修士課程）が設置された。このとき、名

古屋工業大学、神戸大学、徳島大学、群馬大学、山形大学に大学院が同時に設

置された。静岡大学工学研究科は、機械工学、精密工学、電気工学、電子工学、

工業化学、化学工学の6専攻課程で発足し、学生定員は合わせて56人であった。

　第5代工学部長には、樋口泉が就任した。初の静岡出身者であり、東北帝国大

学理学部を卒業後、同理学部化学教室助手などを経て、1963年、静岡大学工学

部に赴任し、1965年、工学部長となった。

　1965年には、電子工学研究所が設置された。当時、附置研究所は旧制の大学

にのみ設置されており、新制大学に設置されたのは最初であった。

　1971年、情報工学科が新設され、情報工学分野の人材輩出に貢献していく。

1972年、記念図書館（浜松分館）が完成し、7万冊の蔵書を擁し、教育・研究を支

える役目を果たした。1972年の入学者は学部生412人、院生105人、工業短期大

学部は194人であった。

　1974年3月には情報工学科の教育用電子計算室が、1976年3月には廃液処理施

設が、1978年には体育館が、1979年2月には工学部会館が、1980年には化学工学

科研究棟が建設され、工学部は充実していく。

▶ 合成化学科設置・高柳記念館建設・工学研究科の発足	◀

Column

精密工学科の学生時代
山内良平（44F）

　1965（昭和40）年に静大工学部精密工
学科に入学しました。当時の浜松地区は
電研と機械系・電気系・化学系の一部の
3つの学科、佐鳴会館、高柳記念館等が
鉄筋でその他は殆ど木造でした。大学
キャンパスの道路は現在と異なり並木道
がなく大学という雰囲気は殆ど感じませ
んでした。
　学生時代の1～ 2年生の教養の物理、
数学等は木造の校舎で授業をうけまし
た。当時は現在とは異なり、学生の男女
比は9対1位でした。授業内容は若手の

助教授クラスの先生の講義は新鮮味があ
り感動するものがいくつかありました。
自分自身工学部の教科はあまり勉強しま
せんでした。高校時代から数学が好きで
ルベーグ積分や測度論、位相幾何などを
一生懸命勉強していました。さらに高校
の同窓生で京都大学に入学した友人にス
ミルノフの高等数学教程（12冊）、高木
貞治の解析概論、ファインマンの物理学
を読んでおけと言われ、その本を夢中で
読んでいました。感動する項目が多数あ
りました。
　卒論はホログラフィーの理論の理解と
実験を研究室でおこないました。ホログ

ラフィーの実験でまずホログラムを作成
しそのホログラムにHe-Ne にレーザー
を照射し360度可視可能な画像が写しだ
されました。大変感動した一瞬でした。
指導教官は鈴木助教授でした。下宿生活
で記憶に残っているのは、歓迎会の時、
初めてビールを飲んだのですが、ビール
は大変まずいという印象が残っていま
す。次回のビールの味は180度変わりい
わゆる喉越しのうまいビールになりまし
た。もう一つ今思い出される事柄は下宿
のご主人に遠州灘に連れて行って頂き、
投げ釣りをしたことで、釣果はボーズで
した。

樋口泉　第５代工学部長（1965−1969）

小見山アル

1966機械工卒アル

井形厚臣　第３代工学部長
（1957−1961）

第１節　学部・研究所の整備　｜ 27



正門付近 噴水付近

学校工場（中）学校工場（外側） 1964精密工アル

影山アル 影山アル

1966化学工卒アル

キャンパス内 1960機械工アル

1960機械工アル正門 図書館 1964精密工アル
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　工業短期大学部は、1953（昭和28）年8月1日に静岡大学に設置された。夜間の

三年制短期大学で、男女共学であり、前年の1952年10月に文部省（当時）に出さ

れた設置申請書には、地元高等学校並びに産業界からの要望が高まったことが

開設の理由として挙げられている。

　開設当初は機械科（後の機械工学科）、電気科（後の電気工学科）の2学科（学生

定員各40人）だったが、1959（昭和34）年には工業化学科（学生定員40人）、1966年

には電子工学科（学生定員40人）が増設され、志望者が多かった機械科の定員を

80人に増員した。

３｜工業短期大学部

▶ 工業短期大学部の開設と 4 学科制への発展	 ◀

Column

1960年代のキャンパス
静岡大学名誉教授　中村　保（43M）
　私は終戦の翌年、1946（昭和21）2月
21日、浜名郡神久呂村大久保の片田舎
に生まれた。地元の小・中学校、高校を
卒業したのち、国立大学一期校の受験
に失敗して、二期校の静岡大学工学部に
1964（昭和39）年に入学した。その当時、
城北キャンパスには、戦時中の建物と
して、現在の正門左横の講堂、電子工
学研究所北の共通教育教官室と武道場、
運動場横の機械工学科教室と製図室、

機械棟（現・総合研究棟）西の学校工場、
体育館南の生協食堂等が、そのまま利
用されていた。このような中で、機械棟、
化学棟、および電子工学研究所棟、高
柳記念館、佐鳴会館等の鉄筋コンクリー
トの建物が徐々に建てられつつあった。
　大学卒業時の1968年には、電気電子
棟が建てられている。また、すでに、
スズキ（株）からの寄付によるプールも
見られた。この頃まで、工学部1年生の
教養教育は、浜松では教育学部浜松分
教場（現在の浜松学院大学短期大学部）

と静岡市の浅間神社近くにあった大岩
キャンパスに分かれて実施されていた。
学生運動真っ盛りの時代で、教授会と
学生の団体交渉や講義のサボタージュ
が頻繁に行われ、数人だけで講義を聴
くこともあった。しかし、1968年、恩
師となる河合望教授の指導下、卒業研
究で塑性加工のトライボロジー（摩擦・
摩耗・表面科学）の研究に取り組むこと
になった。それから半世紀に亘ってこ
のトライボロジーの世界に没頭するこ
とになるとは当時夢にも思わなかった。

Column

創立当時の思い出
元教官　柳沢　猛

　私は、工短の創立1953（昭和28）年8
月に機械科の講師として着任した。学
生数は機械科40名、電気科40名であっ
た。専任教官は機械科に豊澤教授と私
の２名、電気科に渡辺教授、鈴木助教授、
水野助手の３名、それに共通科数学専
門として平野助教授、総勢６名であっ
た。
　豊澤先生は工業デザインを専門とさ
れ、楽器、自動車、工作機械の企業か
らの相談を受けられることが多く、私
は何度か先生のデザインを拝見して、
その見事さに驚嘆したものである。
　当時の工短の学生は工短設立の趣旨
に沿い、殆ど会社、工場の若い従業員ま
たは、工学部の常勤職員か非常勤であっ

た。昼間は働き夜間は大学に来て勉強
するパワーを持った若者たちであった。
勿論私も若年であって、ちょうど彼等
の兄のような気分であって、彼等も遠
慮なく私の自宅に来て酒を飲むことが
多かった。その一人は酒がまわると一
枚のハンカチを取り出し、Ｈな手品を
披露した。
　私の講義の受持ちの中に機械製図が
あった。これは「学校製図」であるので
困った。私は航空学出身で卒業直後か
ら海軍にとられ、ペラ研で飛行機のプ
ロペラの設計ばかりやり、終戦後は小
会社の事務ばかりやり、工短着任まで
の約十年は機械から遠ざかっていた。
戦時のプロペラの設計は急を要するの
で、「学校製図」のように墨入れはしな
い。固い鉛筆の芯を尖らして中型コンパ

スにつけて、これ一つだけで製図用紙
の上に直線も円弧も曲線も描くのであ
る。こんな私に「学校製図」を教えられ
るはずがない。此の事情を学生に説明
して了解を乞うた。すると「そういうこ
とをかくさずに云う先生は偉いよ。」と
野次が飛んだ。学生に課した製図のテー
マに自動車用のジャッキを選んだと記
憶しているが、学生各自が独特の工夫
をするように注文をつけて様子をみた。
ところが都合がよいことに、会社工場
に勤めている勤労学生等の中に多数の
ホンダ、スズキの設計製図を専門とす
るものが居て、何も出来ない素人学生
に懇切に指導してくれた。

（『勤労者教育43年の歩み』静岡大学工業
短期大学部　1997年より転載〈抜粋〉）

中村保　名誉教授
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　1973（昭和48）年には地元からの要望に応え、情報処理技術者の養成のために、

情報工学科（学生定員40人）を増設するなど地域産業界と強く結びついていた（表

2−1）。勤労学生が多く、浜松市役所やスズキ、ヤマハといった地域の主要組織・

▶ 情報工学科の増設	 ◀

工業短大開学のころ
中村喜十郎（31JM）

　昭和28(1953)年の冬、予想外のこと
が起きてしまった。当時の総理大臣の
暴言で国会が解散され、夜間の工業短
期大学部の新設ができなくなった。そ
のため、次の国会で認可されることに
なり、4カ月待って8月1日に開校された
のであった。
　われわれ第1期生の入学式は昭和28年
８月１日、授業開始は２日、真夏のこ
とであった。当時の教室は南門の東側
にあり軍隊の旧兵舎で60ワットの薄暗
い発熱電球がついていた。夜間の授業
は真夏の夕日に照らされ、暑く無風状
態で耐え難かったが、全員が前方の席
に着き汗だくになって聞き入っていた。
夕食直後の者、仕事帰りに駆けつける
者、遅刻する者など種々雑多な条件・
事情があって授業の始め頃は気を引き
締め眠気に堪えた。しかし居眠りは我
慢できなかった。
　秋になって、旧浜松工専の跡地から
移築した木造2階建ての短大1号館が出
来上がった。この校舎は蛍光灯が数多
く取り付けられていた。初代の専任教
官だった豊澤先生はまばゆいばかりの
明るさに“自衛隊浜松基地の飛行機が飛
行場と間違えるかも” と冗談を言ってい
たことが今懐かしく思い出される。
　工短の専任教官は数人のみ、ほとん
どの講義や学生実験は工学部の教職員
が担当していた。入学時の同級生は定
員40名に対して55名だった。学生の大
部分が昼間勤務し、数人は学内の職員
または学生アルバイトであって、他の
数人は新高卒者だった。年齢的には15
歳ほどの差があり、広範囲にわたって
いた。やがて、仕事の関係や自己の都
合で休みがちの者が増え、進級遅れや
休学・退学が増加しつつあった。3年後
の卒業時には36名となり、1年後、2年
後には更に数名が卒業していった。
　私は春から市川先生の水力実験室に学
生アルバイトとしてお世話になり、卒業

まで続いた。豊澤先生がデザインの専門
であったことや私も製図が好きだったこ
とから、3年時の設計製図は任意課題を
選び“餅つき機” を設計製図した。
　卒業と同時に短大機械科の助手に採
用して戴いた。そして柳沢先生の御指導
の下で3年生の設計製図を担当した10数
年の一時期は工業高校卒の勤労青年が8
割以上を占めていたことから、かなり
の難題を学生に課したこともあり、“ 工
学部よりレベルが高いのでは” と工学部
職員の同級生に言われたような気がす
る。当時の学生には大変苦労をさせた。
それが良かったかどうかわからないが、
話の一つになろう。

（本記念誌のための書下ろし＋『勤労者
教育43年の歩み』静岡大学工業短期大学
部　1997年より転載〈抜粋〉）

環境の変化には逆らえない
元主事　影山静夫

　新制の静大工学部に、工短が併設さ
れたのは、丁度学部の1回生が卒業した
1953（昭和28）年であった。1949（昭和
24）年にスタートした工学部は、其の前
年に募集を止めた旧制浜松工専に比べ、
甚だスリムな、学科も学生定員も半分
以下のもので、場所も旧高射砲連隊跡
の現在地であった。
　当時は、太平洋戦争のお陰で、都市
の殆どが灰燼と化し、自由と平和を獲
得したものの食べる事が精一杯で、働
く職場も皆無に等しい状況であったか
らである。其の内に、世の中も落ち着
いて、産業界も活気付いてくると、技
術者の不足が目立って来たのは、当然
と云うべきであろう。そこで、地元企
業スズキ、ヤマハに校舎を建てて頂い
て工短スタートと相成った次第である。
入試問題も、工学部より難しいという
評判で、実質学部と同等かそれ以上の
学力をもった優秀な新入生を選抜して、
スタートラインについたまでは、甚だ順
調かに見えたが、ピストルが鳴ったの

は、何と半年も待たせた9月の事であっ
た。国会の所為で、教育軽視も甚だしい。
あれから半世紀たった現在も改善され
ていない様であるが、責任は国民なの
か、政治家なのか真剣に考えて、速や
かに改めるべきではなかろうか。
　産業の復興による電力不足を予測し
て、佐久間ダムを手掛けたのも此の頃
で、工短の1回生が卒業した1956（昭和
31）年にダムも完成したと思う。翌年の
1957（昭和32）年に学部に精密機械工学
科、続いて1958（昭和33）年に化学工学
科、さらに1959（昭和34）年工短に工業
化学科が矢継ぎ早に新設され、私も夜
間の授業も持つ様になったお陰で、そ
の学生の熱心さ眞剣さに自然に講義に
熱が入る教師冥利に尽きる充実した時
を過ごすことが出来た。此の頃の卒業
生の目覚ましい活躍が目立つのも当然
で嬉しい限りである。
　私が大庭先生と石黒先生に誘われて
工短に移った1972（昭和47）年頃、産業
界も巨大化し、能率と利益追求一辺倒
になり、昼夜3交代制、遂ひに公害の生
産に至って、工短も変わらざるを得な
くなって来た。一番最初に被害を被っ
たのが千葉大で、近くに石油コンビナー
トが出来て、学生の質が急変し、文部省
と相談の末文系の福島大とで、4年生昼
夜開校制Ｂコースの実験校を買って出
たので、早速石黒先生と調査に行って、
改めて環境の影響の偉大さに驚いた。
　大庭先生が時々、「うちと徳島大が一
番最後になる」と言はれていたが、結
果的にＢコース移行が殿

しんがり

となったのは、
何の因果であろうか。
　櫻場学長の置き土産に1978（昭和53）
年2月末に工短1号館が完成、其の翌年
より主事に選ばれ、会議で各地の大学を
訪れたが、皆んな環境の変化に悩まさ
れていた。然し、各地で色々な人や風
土に接する事が出来たのは幸いであっ
た。

（『勤労者教育43年の歩み』静岡大学工業
短期大学部　1997年より転載〈抜粋〉）
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産業からの通学者が多く見られた。授業は午後5時30分から8時55分までの2コマ

（途中5分間の休み）で、「学生たちは昼間の勤労の疲れも見せず、希望に満ち目

を輝かせて授業を受けた」という。

　運営は開設当初の主事（部長）は工学部長が併任する形であり専任教員は3~9

人と少なく、1966年までは工学部教官が加わっていた。1966年以降は、専任教

員11~25人ほどで運営がなされたが、特に教育面については母体である工学部

教官が全面的に協力していた。1997（平成9）年3月末日に閉学するまで、5000人

もの卒業生を送り出した。

　　　企業名

就
職
者
数

機
械
工
学
科

電
気
工
学
科

電
子
工
学
科

情
報
工
学
科

工
業
化
学
科

ヤマハ 243 103 57 40 10 33
浜松ホトニクス 232 14 50 111 14 43
スズキ 166 112 28 4 6 16
ヤマハ発動機 149 104 26 4 5 10
本田技研 70 46 13 2 4 5
エンシュウ 61 42 11 5 1 2
静岡大学 53 20 10 9 4 10
浜松市役所 51 13 11 4 6 17
東海旅客鉄道 50 23 16 3 4 4
クラベ 45 7 13 5 1 19
NTN 36 26 6 3 – 1
旭テック 27 16 9 – – 2
富士電気化学 27 3 10 5 3 6
フジユニバンス 25 20 4 – 1 –
富士機工 25 18 5 2 – –
三信工業 23 11 3 4 2 3
エフシーシー 20 16 – – – 4

表2−1　浜松周辺への工業短期大学部卒業生の就職先（〜1997.3）
出典：勤労者教育43年の歩み

Column

閉学に想う
工業化学科　山田惠敏

　私が工短に初めて足を入れたのは、
1961（昭和36）年4月である。工短Ｃ科第
三回生としてである。それから今日に至
る36年間学生として、また職員として
工短の姿を見続けてきた。その母校であ
る工短が、勤労者教育の使命を果たして
閉学になることは、他の誰よりも寂しく
感じている。学生の気質も大変異なって
きている。昭和30年、40年代の学生は、
殆どが、ハングリー精神むき出しで、昼
間部の学生に負けたくない思いが人一倍
あったように思える。しかし、最近では、
経済成長で生活が楽になったせいか、い
かに楽をして単位を取得し、学卒として
の証だけを求めている学生が、私の目に
多く入ってくる。
　1969（昭和44）年に工短の職員に迎え
ていただき、後輩のよき相談相手、指
導者として一人でも多く立派な技術者

として社会に出したいという気持が強
かった。そこで、小野先生との相談の
結果、他の工短より先に赤外線吸収ス
ペクトル、NMR スペクトル等の最新の
機器をふんだんに取り入れた実験を実
施し、企業で即戦力として対応できる
ように指導してきた。これも、私自身
が工短出身ということもあり「後輩たち
には…」の思いが強かったせいかもしれ
ない。こんな私の気持ちをＣ科を巣立っ
ていった卒業生の何割くらいが理解し
ていてくれたかは定かではない。

（『勤労者教育43年の歩み』静岡大学工業
短期大学部　1997年より転載〈抜粋〉）

工短での想い出	
鈴木じつ子税理士事務所
鈴木じつ子（旧姓矢口）

（昭和46年卒業・工業化学）
　入学式の日は、確か小雨でした。佐鳴

会館で記念写真を撮りこれから一緒に勉
強していくのだと思いました。女子の入
学者は、同じ工業化学科の吉名さんと私
の2人だけでした。工短全校で上級生の
大石さん・浅井さんの合わせて４人でし
た。四半世紀も前の事とは言え、今とは
隔世の感があります。又クラスの半分近
くは、社会に出てもう一度勉強したいと
いう人達で年上の人が多かったです。私
と言えば、商業科を出て就職が決まって
いる中での受験でした。それにしても何
故工短なのかと先生・友達にも聞かれま
したが、自分ながらよく合格したものだ
と驚きました。当時、地元で働きながら
学べる環境が今よりも厳しく選択の幅も
狭く、通学の不便さも有り、自分自身の
意思が強くなければ勉学を続けるには大
変でした。けれども、青春時代の一番多
感な年代を生協・教室・実験室で同級
生に人生の何たるかを御教授願った事な
ど、今の私の考え方のある大事な部分で

工業短期大学部
旧１号館（左）と２号館（右）　1976年

静岡大学の五十年写真集
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生きています。勉強の方は先生方・クラ
スメートには大変迷惑を掛けた記憶は今
でも鮮明に記憶しています。高校からの
分野違いと言う事と、私の努力の到らな
さを唯々恥じるばかりです。今の仕事が
税理士と言う事が、又皆に節操が無いと
言われそうです。工短で学んだ勉強その
ものが、今の仕事に直接的に関係は有り
ませんが、工短で３年間頑張って通学し、
卒業したという事が税理士試験に挑戦し
た時に私なりに生かされたと思います。
又、実社会で今日、こうして仕事を続け
られ、皆に話が一応出来るのも、思えば、
工短の同級生に鍛えられたお陰かも知れ
ません。

（『勤労者教育43年の歩み』静岡大学工業
短期大学部　1997年より転載〈抜粋〉）

工業短期大学部の閉学にあたって
桑原　孝（昭和48年卒業・電子）

　私が在学した1970（昭和45）年から
1973（昭和48）年は、丁度、第１次オイ
ルショックが起こり、日本の高度成長期
の変局点であった時期でした。物価も
3カ月毎に上がっていき、給与も在学3
年間で約2倍ほどになった時代です。校
舎も旧木造校舎と鉄筋校舎が両設され、
短期大学部は木造校舎で授業を受けて
いました。
　入学した動機は会社に対しての反骨
精神からでした。たまたま初めて入社し
た会社が夜学に対しての理解が無く、入
学以前から遅刻通学が予想されました。
入学初日も遅刻で担当教官に「毎日、１
時限目は15分遅刻しますが宜しいです
か？」と心配して尋ねたところ、返って
きた返事があっさり「ああ、いいよ！」で
した。１ヶ月ほどたって返事の内容が解
りました。約半数の人達が５分から15
分遅刻してきます。私は、自分だけでな
く皆同じ境遇なんだと思いました。
　早々、中古バイクを購入し、自宅－会
社－夜学－自宅のトライアングル通勤、
通学が始まりました。しかし、「会社－
夜学」このルートが大変でした。浜松市
内を南東より北西へ、約15ｋｍ、それも
１番混雑している時間帯に通過しなけれ
ばなりません。出来るだけ信号機の無い、
細い路地を見つけてはの通学でした。3
年間に「あー、危ない！」と思ったことは
数限りなくありましたが、幸い大きな事
故を起こすことなく卒業出来ました。毎

日バイクで通っていると、通る度に同じ
匂いのする場所、四季を通じて空気がい
つも肌に暖かく感じられる所、逆にある
場所だけ冷たく感じられる所などわかる
ようになってきました。今ではその頃の
感覚が忘れられず、オフロードバイクを
４台も保有する自称「イーハトーブ・オ
フローダー」となってしまいました。授
業中の思い出では、厄介だったドイツ語
の追試で誰かが非常ベルを鳴らしてくれ
て危機一髪で助かったことや、出張で新
幹線が遅れ物理実験が受けられず担当教
官に頼み込んで１人で実験を行いレポー
トを出したことが思い出されます。

（『勤労者教育43年の歩み』静岡大学工業
短期大学部　1997年より転載〈抜粋〉）

工業短期大学部の思い出
静岡大学地域共同研究センター
友田和一（昭和52年卒業・機械）

　瓦屋根で木造の、古い二階建て校舎
が取り壊されてもう何年になるだろう。
そんな校舎の中には、昭和初期のプレー
トのついた古い装置や測定器が沢山
あったっけ。大学っていう所はまだこ
んなの使ってんのかと驚いちゃったね、
まったく。男でも、夜九時頃ギシギシい
う階段を薄暗い白熱電灯の下でレポー
トをもって行くのは薄気味わるかった
な。レポートも提出日をはるかに過ぎ
た物をまとめて持っていったので、怖
い思いは少なかったのが唯一の救いだ
けれど。
　授業は午後5時半から7時までの1時
限、7時10分から8時40分までの2時限
だったっけ、確か。名前だけは名簿の
最後に長くあったけど、出席率が悪かっ
たもので、正確には覚えていない。初夏
はプール、秋は体育館とテニスコート
が気になってしょうがなかったし、冬
は「寒いな～」で自主休講、時々スキー。
今思えば、身体ばっかりでなくて、頭
も軟らかい時に少しは鍛えればよかっ
たと残念無念、後悔してる、ホントだよ、
ホント。
　教室では関西弁でどなっていたおっ
さん、入った時から編入目指して勉強
していた奴（オイオイ、和を乱したらあ
かんで、ホンマ）、麻雀やパチンコが忙
しくてまるっきり顔を見せなかったつ
わ者、山形弁でしゃべってこちらがさっ
ぱり理解できんかった奴など、いろいろ

いました。460××の学籍番号をもらっ
た、それぞれが個性的な面白い連中だっ
たね。もちろん、私は正統派標準語で
お話ししていましたが。
　楽しかった事、阿呆らしかった事等
なんだ、かんだ、いろいろありましたが、
何とか昭和五十二年の春、卒業できま
した。

（『勤労者教育43年の歩み』静岡大学工業
短期大学部　1997年より転載〈抜粋〉）

短大生活で学んだこと
（株）三宝化学研究所　山本真巳子

（平成４年卒業・工業化学）
　私にとって、工業短大に通った３年
間は、それまでの生活が変わっただけ
でなく、私自身も大きく変わった時で
した。一人暮らし・昼間のアルバイト・
夜の授業。全てが新しい体験でしたが、
私にとっては決して楽しいことばかり
ではありませんでした。
　ほとんどが男子生徒という中での授
業も、初めは心細く、不安でした。し
かし、次第に男女問わず会話ができる
ようになり、友達もできると、学校だ
けでなく、一人暮らしの不安も無くなっ
ていきました。
　友達との遊びや行動も、高校までとは
全く異なりました。皆、仕事があるため、
授業が終わってから遊びに行くことが
ほとんどで、夜景や海を見にドライブ
に行ったり、ボーリングに行ったり、
週末ともなれば、一人暮らし者の部屋
に集まって飲んだり、明け方まで話し
たりと…。仕事と勉強の後で、よくやっ
ていたなぁと今は思います。
　しかし、１年半が過ぎる頃になると、
授業の違いや、レポートの作成で、そ
れまでのように友達と会う機会が減っ
ていきました。それと同時に、１人で
いる時の寂しさが身にしみて感じるよ
うになり、親元での生活が恋しく思う
事もしばしばありました。一人暮らし
をして、親や家族の有り難さ、友達の
大切さが良く分かったような気がしま
す。また、同じようにつらい思いをし
て頑張っている人もこの学校には多く
いたからこそ、私もこの生活を続ける
ことができたと思います。
　３年になって、就職の厳しさも体験
しました。超氷河期といわれる昨今の
始まりの頃でしたが、それでも学校宛
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　始めに研究環境についていえば、それぞれの学科の規模は小さく、卒業研究

や大学院生がいない点では良好とは言えないだろう。しかし、1981（昭和56）年版、

1982（昭和57）年版静岡大学要覧に掲載されている、直近5カ年間の発表論文（5編

迄）のリストを見れば、工短教官の研究活動が学部教官と劣らず活発であること

がわかる。以下に工短教官の研究テーマの幾つかを列挙する。

・機械科「アルミニューム合金の切削仕上面の光沢度」

「ピアノ打弦力曲線の実験的研究」

・電気科「直流機の無火花帯の一解析法」

・電子科「磁気センサー InSb」

・化学科「金属ナトリウムを用いたフェノール類の選択的オルソアルキル反応」

・情報科「企業が期待する情報科学教育」

　一般教育等の物理系教官は電子計算機を用いて金属間化合物中の電子状態や

半導体中の電子の挙動を研究しており、当時既に計算機科学の時代になったこ

とを示唆している。

　工短の共同利用装置は閉学時「電子計算機」、「振動騒音解析装置｣、「光物性測

定装置」、｢電子顕微鏡｣、「蛍光時間分解測光用光励起システム」であり、利用者

に偏りはあるもののよく利用されていた。

　閉学までの20年間に、派遣された在外研究員は長短期併せて6人を数える。ま

た、内外を問わず国際会議に参加する教官も多かった。

▶ 工短教官の研究	 ◀

に届く、企業からの募集の中には、女
子の募集もあり、私の望んでいる職種
のものもありました。でも、親元を離
れての女子の就職となると話は別で、
ほとんど無い状況でした。せっかく頑
張って勉強してきたのだから、やはり
学んできた事を生かせる仕事に就きた
いと思い、先生方の多大な協力のもと、

いくつかの会社を当たった末、ようや
く今の会社に入ることができたのです。
会社からの内定を頂いた時は、今まで
の頑張りが報われたようで、本当にう
れしかったです。
　楽しい事よりも、むしろつらい事の
方が多かった３年間だったと思います。
しかし、あの時いろんなつらい思いを

したからこそ、今は何にでも頑張って
いけるような気がします。勉強だけで
なく、社会の厳しさも学び、自分自身
強くなる事ができた学生生活だったと
思います。

（『勤労者教育43年の歩み』静岡大学工業
短期大学部　1997年より転載〈抜粋〉）

門標　1996年 勤労者教育43年の歩み

勤労者教育43年の歩み竣工間もない２号館　1960年

旧工業短大１号館　1953年
勤労者教育43年の歩み

工業短大１号館（右）２号館（左）　1978年3月完工
勤労者教育43年の歩み
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　静岡大学附置電子工学研究所（電研）は1965（昭和40）年4月に誕生した。電子物

理、半導体、真空管、回路、超高周波、材料の6研究部門から成り、初代所長は

堀井隆教授であった。発足時の定員は、教授6、助教授6、助手12、事務官2、技

官2、雇員18、傭人3の49人であり、新築の庁舎は現在の城北キャンパスに建築

された（延べ面積3641m2）。

４｜電子工学研究所

▶ 研究所の発足	 ◀

堀井隆　教授

Column

電子工学研究所の開設にあたって
堀井　隆

　このたび四月一日から静岡大学附置
の電子工学研究所が創設されました。
もっとも創設とはいっても、従来の工
学部附属の研究施設が母体となってい

るので、昇格といった方がぴったりす
るようです。
　研究所になると、予算の規模も定員
も増え、また大学に附置されるので事
務部も置かれて、学部と並んだ取り扱
いを受けることになります。現在、国

立大学の工学系には十五の附置研究所
がありますが、何れも旧制の大学に設
けられていて、新制大学としてはこの
研究所が最初のものです。
　研究所は、戦後ずっと広沢町の昔の応
化の戦災を受けた建物を使っていました

1938浜高工アル（電気）

Column

お互い、あの頃は若かった
元情報工学科教員　吉田敬一
（元静岡大学情報学部教授）

　夜学生は経済的な理由か、学力的な
理由から昼間部を選べなかった人が多
い。だから、昼間部の学生に対して、複
雑な感情を持っている人が少なくない。
工短の授業は、教官数の関係で、講義
の一部を工学部の教官に依頼していた。
そうした教官の一人が授業の中で、時
間的な制約からか、教科書を見ながら

「ここは、工学部ではやっているが、短
大では省略する」といったのを、その教
官の日頃の雰囲気から、学生たちは敏
感に「（内容が高度なので）君たちには理
解が難しいだろう」と解釈したらしく、
屈辱と寂しさを滲ませた一幕が、ゼミ
のコンパの場で披露されて、周囲に寂
しい風が流れたこともあったが、いま
となっては懐かしい思い出の一コマに
なった。
　工短の学生は、卒業後、元の職場にと
どまった人、ソフト会社に転職した人、
四年制に編入した人など、さまざまだ
が、かつての複雑な思いや屈辱をバネ
にして、学部に編入、大学院に進学し、
博士（工学）の学位を取得した人ふたり、
ソフト会社を興し自社ビルを建てた女

性二名、連名で出した学会論文が認め
られて、大学校の情報の先生に就任し
た女性など、賀状を通して卒業生の活
躍ぶりを知り、あの頃のお互いの若さ
を思い出すのだった。
　工短・情報工学科は1973（昭和48）年
創設以来、1997年3月廃止までの24年
間、地元技術者の夜学の情報教育に尽く
した。卒業生の活躍の場がどこであろう
と、その活躍は、母校・工短への最大の
贈り花である。「一隅を照らす、これ国
の宝なり」（佐藤一斉「言志四録」）。

工短棟の思い出	
電気工学科　立岡浩一

（現静岡大学工学部教授）
　私が工業短大に就職したのはおよそ
十年前になります。この間、工業短大
の職員の皆さん、先生方には大変お世
話になりました。学科内で多大な御指
導を頂いたのをはじめ、駅伝大会や工
友会のソフトボール大会に工短チーム
として参加し楽しい時間を過ごさせて
頂きました。授業が夕方から夜にかけ
てあるという事もあり、まるでキャン
パスに住みつき、アパートには風呂と
睡眠に帰るだけの生活でした。それで

か工業短大にはとても親しみを感じる
ようになりました。工短の建物は高く、
屋上からの景色は格別でした。四方を
遠くまで見渡す事が出来、季節で変わ
る山の木々の色、冬の遠くの山に積も
る雪など、加えて空気の澄んだ日には
富士山も見ることが出来ました。南の
方向に見える夜景も悪くないし、夏場
には方々の花火大会を見通すことが出
来ました。
　授業においての思い出はやはり電気実
験です。２年生には基礎的な実験を、３
年生には簡単な製作実験を担当しまし
た。この製作実験は後期に行いましたが、
秋の夜風を感じ、虫の声を聞きながらの
授業になかなかの風情を感じたものでし
た。教室からは生協が見えますが、そこ
には昼間のような騒がしさはなく落ち着
いた雰囲気がありました。授業の合間や
終了後には、生協の外灯の下に数人が集
まって何やらワイワイガヤガヤやってい
るのを見かけました。昼間は仕事、それ
が終われば工短の授業、それが終わって
からやっと友達との語らいの一時だった
のでしょう。よくがんばるものだなー、
と考えたものでした。

（『勤労者教育43年の歩み』静岡大学工業
短期大学部　1997年より転載〈抜粋〉）
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　電子工学研究所の前身は静岡大学工学部附属電子工学研究施設（1950年設置）

であり、当初は、真空管研究室、回路研究室、材料研究室の３部門から成り、イメー

ジ・オルシコン（撮像管）研究や光導電材料を用いたビジコン（撮像管）研究で我

が国最先端のテレビジョン研究の拠点となっていたが、1954年には電子物理部

門が増設される。これらの研究を率いた堀井隆教授は、中日文化賞（1953）やテ

レビジョン学会丹羽高柳賞（功績部門、1953）を受賞していた。1960年には、東

北大学で工学部長を務めた半導体研究の第一人者、渡辺寧教授が静岡大学第４

代学長に就任し、その尽力の結果、1961年に半導体部門、そして1964年には超

高周波部門が増設され、これらが電研に受け継がれることとなった。

　電研は、先ずテレビジョンの研究が中心となり、次第に電子工学の新分野に、

そして半導体を用いた光電子工学に研究の中心を移していくことになる。

電子工学研究所（1950年発足頃） 電子工学研究施設のTV実験局（1953年）

高柳健次郎の書

が、昨年から追分町の工学部敷地内に建
設にとりかかり、この三月末日に延べ約
1,000坪で、新築の研究所が完成し、名
実ともに研究所らしくなりました。
　この研究所は、御承知のように、高
柳先生が大正の末に着手されたテレビ
の研究が発端になったもので、歴代の
校長先生や教職員の御援助によって、
戦後昭和25年に工学部附属の電子工学
研究施設になりました。その後も歴代
の学長先生のご尽力によって漸次その
規模を固め、特に渡辺学長が来られて

からは急速に充実されて、その並々な
らぬ御力添えによって、このたび研究
所の誕生を見た次第です。
　現在研究所には６つの研究部門があ
ります。すなわち（1）電子物理、（2）半
導体、（3）真空管、（4）回路、（5）超高周
波、（6）材料で、テレビの研究が発端に
なっていますので、電子工学の中でも
特に光を電気に変える光導電材料、電
気を光に変える蛍光材料や半導体レー
ザーなどの研究とその応用が中心課題
になっています。

　電子物理や半導体では、これら材料を
物性的見地から、材料では化学的見地
から調査・研究しています。真空管で
は光導電材料を応用したテレビ撮像管
の研究が、回路では撮像管や半導体レー
ザーの応用が進められています。超高
周波ではマイクロ波における半導体素
子の特性と応用について研究が行われ、
この他半導体部門を中心として、研究
所全体で微小集積回路の研究を進めて
います。

（『佐鳴』　第31号、1965年）

教職員（1965年） 電研50年史

電研50年史 電研50年史
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　1949（昭和24）年に発足した静岡大学工学部は、機械工学科、電気工学科、工

業化学科の3学科の他に、繊維工学教室、物理教室、数学教室、教養教室、電子

研究施設の5部門を加え、教授15人、助教授10人、講師5人、助手12人、総勢42

人で研究・教育活動が始まった。翌年度の3月には、工学部の研究活動の成果を

まとめた『工学部研究報告』が発刊された。当時の井口常雄静岡大学学長は、こ

の報告書に「発刊の辞」という一文を寄せ、「現状の学問研究はきわめて不自由困

難なるにかかわらず、よくこれを克服してここに研究成果の発表をみるに至っ

たことは教官各位の努力の結晶であり、深く感謝の意を表する」と記す。また、

当時の江見工学部長も「研究報告後記」で、専門学校当時から我々は基礎研究に

関心を抱き、Development の領域の研究にも手を伸ばしているので、これから

の成長を見守ってほしいと結んでおり、教官が研究活動に高揚している様子が

みえる。

　研究報告第1号には、機械工学科、電気工学科、工業化学科、さらに物理教室、

電子工学研究室の教授の他に新進気鋭の助教授、講師、助手から30編の研究論

文が納められている。江見工学部長の言のように、工学部研究報告は、当時の

研究活動の集大成を表すものである。その後1958（昭和33）年からは、オリジナ

ル論文の掲載に加えて、学会発表した論文、講演、学会誌に発表した論文、書籍、

特許などの成果も掲載し、『工学部研究報告』は、教官の研究活動を総括的に評

価する資料となり、2002（平成14）年まで53年間発行され続けた。

第２節　研究・教育と学生生活

１｜研究の特色

▶ 『工学部研究報告』の発刊	 ◀

機械工学科の実習 1959機械工卒アル

『工学部研究報告』1 号
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■機械工学科の各研究室■

教員

実習中

実習中 工場で

1958機械工卒アル

1958機械工卒アル

1958機械工卒アル

1958機械工卒アル

1959機械工卒アル

1959機械工卒アル 1959機械工卒アル 1959機械工卒アル

1958機械工卒アル

1958機械工卒アル

1958機械工卒アル

1959機械工卒アル

1959機械工卒アル
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　図2−1は、『工学部研究報告』に発表された論文数の、1950年から1969年まで

の20年間の推移である。教官の研究活動を総括的に評価する「学会発表した論文、

講演、学会誌に発表した論文、書籍、特許などの成果」は、年を追う毎に増加し、

研究活動が活発になってきたことが明らかで、特に、1963（昭和38）年は、193件

と前年の97件から大幅に増加している。1960年代前半は、戦後復興がなしとげ

られ「軽工業から重化学工業への転換」が始まった時期とも重なる。特に、1950

年代後半から池田勇人内閣による「所得倍増計画」の推進とあいまって技術革新

が活発に行われた時であった。

　この技術革新の波は工学部にも押し寄せ、化学工学科、合成化学科、電気工

学第二学科が新設され、「大学院工学研究科」いわゆる修士課程が1964年に設置さ

れた。修士課程設置は工学部の長年の悲願であり、地元代議士、静岡県、浜松

工業会などを総動員して設置促進の運動を行ったと当時の櫻場周吉学部長が『佐

鳴』（29号、7月号）の中で「大学院設置までの経過」として、その顛末を残している。

大学院設置に合格できるかの現地調査の結果、「学長殿がご自慢されるだけあっ

て、教官組織は全く立派である。ただ、施設がさみしく不十分である。研究設備

はまだとしても学生のための実験設備が不満足である。」などとの講評があった

と記されており、教官の研究活動は「自慢のもの」であったことがうかがえる。

　その後の研究活動は、1967年になるとまた一段と活発になって、前年の177件

から250件に飛躍的にアップしている。1967年は機械第2学科が新設され、1968年

の工学部教官は、学部発足時の2倍強の104人の教官組織となっていた（図2−2）。

▶ 旺盛な研究活動と大学院設置への展開	 ◀

「工学部研究報告」に発表した論文数
教官の研究成果（学会発表した論文、講演、学会誌に発表した論文、書籍、特許など）
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図2−1　1950−1960年代の工学部教官の研究活動の推移

図2−2　教官（教授、助教授、講師、助手）数の推移

広沢にあった電研の建物

浜松キャンパス構内　1960年代
田尻賢治（40E）提供
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■1955年アルバムより■

学生食堂
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　1923（大正12）年に開校した浜松高等工業学校は初夏に花が一斉に咲く関口バ

ラ（ナニワイバラ）の生垣で囲まれていた。在学生全員が会員となる校友会が設

立され、庭を有する生徒集会所まで用意された。1924年には、校友会誌の創刊

号が発行され、2号会誌から『小鳴（佐鳴）』と名付けられた。1925年3月には臨時

教員養成科59人が卒業し、応援歌3編が発表された。1926（昭和元）年には機械科

41人、電気科42人、応用化学科37人が卒業した。この年創立開校記念式と展覧

会が執り行われ、校歌「名高き史上の古跡のこなた」が作られた。

　1927年3月、浜松高等工業学校同窓会が発足し、初代会長として川口徳三が選

ばれた。会員名簿が発行され、また学生歌「青葉の木梢に」「うららに晴れし」「浜

名湖に聴く」などが発表された。1929年には、浜松高等工業学校同窓会誌が創刊

され、1943年の27号まで刊行された。第2代川口校長（初代同窓会長）は同窓会の

主要な使命について「同窓生全体間の親睦一致を図ること」であると述べている。

　浜松高工同窓会時代から全国に多数の支部が結成され、活発な事業活動を行っ

ている。最も古い静岡支部は1928（昭和3）年に発足し、続いて1929年には東海・

関東・台湾支部、1931年に京都滋賀支部、1935年に神戸・九州支部、1936年に

仙台支部、1937年に浜松・朝鮮支部、1938年に大阪支部、1940年に奉天・大連

支部が活動を開始していた。

　1940年に、校歌が「科学の精神技能を磨き」に改定された。1944年には、浜松

工業専門学校と改称され、1945年、短期間だけ本校を富塚町「西寮」へ移転したが、

終戦後は、現在の城北3丁目に再移転した。

　1949（昭和24）年11月に、新制大学「静岡大学工学部」の設置に伴い、浜松高工

同窓会は「浜松工業会」と改称し、初代会長には伊藤淳一が就任した。翌年の

1950年3月には、浜松工業会会誌を『佐鳴』と改め第1号を創刊した。1953年には、

２｜浜松工業会

▶ 浜松高等工業学校同窓会	 ◀

▶ 浜松工業会の発足と本部・支部の事業活動	 ◀

毎年5月に旧広沢キャンパスに咲く関口バラの生垣（現在の浜松市立高校）
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工業短期大学部が設置され、その卒業生も浜松工業会に加わった。

　浜松工業会の各支部は1947（昭和22）年、改めて関東・近畿・愛知・浜松・静

清・沼津・北海道・仙台・三重・松本・岐阜支部として、また、1952年に北四国・

北九州の支部等が活動を再開した。

　1956（昭和31）年には浜松工業会創立30周年記念事業が行われ、その募金によ

り1957年9月に、佐鳴会館が建設され、浜松工業会の本部役員会と事務組織が

設置された。本部役員会は会長・副会長と理事会（理事長と理事）からなり、事

務組織が実務を担当して、本部のあらゆる事業を執り行っている。

　1960年静岡大学工学部の開学10周年記念事業の一環として、ＴＶ発祥を記念

するために高柳記念館の建設が行われ、1961年に落成した。

創立30周年記念事業による佐鳴会館  1957年9月 高柳記念館  1961年

江見節男 西岡新太郎 櫻場周吉

Column

『佐鳴』に関する随想
櫻場周吉

　『佐鳴』の第１号が発行されたのは
1950（昭和25）年であります。当時は元
名誉理事長の大庭さんも若く、また大
学には長くとどまることもなく学園を
去られた高橋先生（0Σ1、初代理事長）
も未だ健在な頃でありました。
　会誌の題字「佐鳴」を毛筆で記された
のは江見節男先生（工学部長）の第10号

（1955（昭和30）年）の揮毫が最初であり
ます。知る人ぞ知るで、先生は能筆家で、
先生の書いた短ざくや色紙をいくつか

もっておられる方も多いと思います。先
生は「佐鳴」を愛し、あのやわらかな名
文でしばしば巻頭言を書かれておりま
す。『佐鳴』第9号（1955年）には「佐鳴の
人々」と題して巻頭言を記されておりま
すが、その中に「佐鳴の人達が30年にわ
たって、お互いに助けあいはげましあっ
てきたことは私のわずか10年の経験で
あるが何んと申しましてもこの学園の
力と魅力の源泉となっている」と語られ
ております。
　江見先生の後任学部長は西岡新太郎
先生で僅か１カ年の任期でありました

が『佐鳴』第11号（創立30周年記念号）の
題字を記しております。先生のあの独
得の新太郎の署名は多くの古い卒業生
の方には懐かしいものと思います。
　私も第23号の題字をたのまれ、非常
に困り果てて、井形先生（前学部長）や
渡辺先生（前学長）の書かれた題字をま
ねて、紙を幾枚もぬりつぶしたことを
おぼえております。

（『佐鳴』第50号　1974（昭和49）年12月
号より）

工学部70周年写真集 工学部70周年写真集

浜松工業会蔵
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　東海道新幹線の開通や、東京オリンピック開催を含む1950年代の後半から

1960年代は、日本の高度経済成長期であって、この時代を過ごした工学部学生

にとっての浜松キャンパスは、活気に満ちた、充実した場所であった。

　入試に関しては、全国的に工学部人気が高まったこともあり、特に1961（昭和

36）年度は、入試倍率14倍と、これまでの最高値を記録した。受験生の内、1期

校に合格した人が抜けるので、実質倍率は9倍程度になるのであるが、入試会場

は浜松キャンパスだけでは足りず、北部中学、中部中学を借り、受験生の宿舎

も浜松市内では足りず、弁天島のホテルや、民宿を利用したりする有様であった。

翌62年度は約10倍であり、1978年度（2期校終了年）まで、高倍率が続いた。

　2期校時代の工学部入学者の地域分布は、概略で、中国、四国を含む関西以西

が40％、静岡県が30%、愛知県を含む中部が20%、関東、東北、北海道が10% であっ

た。ちなみに、共通1次試験の時代である1980年では、入学者の60% 強が静岡県、

愛知県の両県出身者であり、2期校時代の全国区から地方区になったようである。

このように、入試の高倍率を潜り抜け、特に関西方面から多くの学生が入学し

たことで、高度経済成長期に浜松キャンパス生活を送った学生は、優秀で個性

的な学生が多かったのではないか。

３｜高度経済成長期のキャンパス

▶ 高い入試倍率と入学者の分布	 ◀

■発表会■ （1964精密工アルバムより）
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ゼミナール 電気工学第4講座1966電子工卒アル 1966電気工卒アル

Column

沼津高専から精密工学科へ
沼津支部長　柳下福蔵

（44F・46MF）
　私が1962（昭和37）年に新設された国
立沼津工業高等専門学校（以後、沼津高
専と略）機械工学科を卒業して静岡大学
工学部精密工学科第3学年に編入学した
のは、1967（昭和42）年4月のことでした。
沼津高専の初代学校長・井形厚臣先生は
京都帝国大学物理学科卒業後、浜松高等
工業学校に着任され、同校在任中に文
部省在外研究員として西ドイツで2年間
の研究生活を体験されました。1949（昭
和24）年に新制静岡大学工学部が設立さ
れる際、「戦後間もない我国の産業を復
興するためには西ドイツで学んだ精密工
学の教育が必須である」という先生のご
提言により新制大学に初の「精密工学科」
が設置されたとお聞きしています。その
精密工学科に編入学することになった私
は、何か見えない糸で結ばれているよう
な気がしてなりません。井形先生の遺訓

「人柄のよい優秀な技術者となって世の
期待にこたえよ」は創立60周年を迎える
沼津高専の教育理念として現在も脈々と
継承されています。
　私が浜松キャンパスに編入学した際
の、新入生歓迎舘山寺駅伝、ゴール後の
渡辺寧学長の名演説、大学祭の際の夜間
歩行、佐鳴湖ボートレースのための早朝

練習等は、何事にも代えがたい青春の1
ページであります。
　同大学院修士課程精密工学専攻を修了
後、母校沼津高専の教員となり、井形先
生の浜松時代の教え子であり、当時の東
芝機械（株）で活躍中の相良利夫氏、小池
八衛氏、渡辺益雄氏、平野勤氏等と浜松
工業会沼津支部で巡り合い、これら先輩
方のご支援により「歯車ホブ盤の振動解
析の研究」が飛躍的に進展するという大
変な恩恵を享受させて頂きました。

産業基盤の「重厚長大」から「軽薄短
小」への転換期に

下平美文（S45D・S47MD）
　高度経済成長期の初期（昭和30年代）に
は高柳健次郎先生が目指した全電子式白
黒テレビジョンが家庭に普及し始め、電
気系の専門分野に構造的変革の兆しが見
え始めた。1964（昭和39）年の東京オリ
ンピックを期にカラーテレビが爆発的に
普及し始めた。この現象は電気・電子工
学分野の基礎学問の考え方に大きな変革
をもたらした。信号情報量の急激な増大
は、これに耐えうる機器の開発を促した。
それまではラジオ、テレビなどの、信号
の生成・増幅・伝送・受信のためのデバ
イスには親指大の真空管が主体で使われ
ていたが、これ等は数ミリ角のトランジ

スタに置き換わるようになった。その中
で最後まで生き残った真空管としては最
大のカラーテレビ用のブラウン管も、十
年もすると「壁掛けテレビ」実現の目標の
もとで液晶テレビ、プラズマテレビ等
に置き換わることとなった。機器の発展
につれて社会インフラとしての、情報伝
達の方法においてもマイクロ波通信から
レーザー通信へ、トランジスタから集積
回路へ、さらにはアナログからデジタル
へと大変革を迎え、「軽薄短小」の時代に
突入していった。
　このような、大きな産業基盤技術の変
遷により、電子系関連の専門科目は劇的
な変化を強いられた。真空管や、マイク
ロ波通信の基礎と関連応用科目からトラ
ンジスタ・半導体、レーザーを使った通
信等その基礎と関連応用科目へ大きく変
化した。従って、これらを教える教員も
学ぶ学生も、低学年で学んだ幾つかの主
要基礎科目が高学年では役に立たなくな
る現象に直面した。学生は何を深く学べ
ば良いのか迷った。そして激変する産業
構造の変化の中で、将来何が通用し、何
が陳腐化するか見極めることの重要性を
学んだ。「真理は一つでなく、他にもある」
こと、「アメーバのごとく、自身の態勢
を柔軟に変えてその時必要な物を取り込
む」ことの大切さを個人の生涯の教訓と
して学んだ時期であった。

第２節　研究・教育と学生生活　｜ 43



　勉学に関しては、土曜日の午前中まで授業があり、語学は英語のみならずド

イツ語もあって、しっかり勉強しなければ単位不足で留年の恐れがあった。し

かし授業は面白く、ユニークな教師も多かった。例えば物理の鍋島寛先生は、

授業開始直後、「碁で私に勝てば、試験で落ちても単位を出すよ」など、学生を

煙に巻くようなことを言いつつ授業を進めた。材料力学の鴨川寿先生は、授業

に手ぶらで来て、サラサラと板書された。講義ノートは頭の中にあるようで、

親しみをもって鴨シエンコと言われた（材料力学の分野で世界的に有名なチモシ

エンコにちなんで）。電磁気学の水品静夫先生は、米国で博士を取得後に帰国し

教鞭を執り、最初の講義は全て英語で板書し、学生達は肝を冷やした。

▶ ユニークな教師と授業	 ◀

機械工学第1講座「俺達には明日があるんだぜ！」

1966化学工卒アル

1966電子工卒アル

1966機械工卒アル

1966合成化学卒アル

1966合成化学卒アル

化学工学第1講座

電子工学科寄せ書き

合成化学第2講座

合成化学科寄せ書き
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　ほとんどの学生は部活動を行い、クラス対抗のサッカー、水泳、ソフトボール、

ボートレース大会等も開かれ、学生たちはキャンパス生活を大いに満喫してい

た。しかし、静岡大学統合移転決定（1974（昭和49）年～ 1975（昭和50）年）により、

教養教育の2年間が静岡地区で実施されることになり、1、2年生不在の城北キャ

ンパスの部活動の運営は困難に直面した。他方、静岡女子短期大学と部活を合

同で開く機会が増え、生涯のカップルも幾組か誕生した。

　1964（昭和39）年には、大学院修士課程が設置されたが、それに合わせて、博

士課程のある大学院や外国の大学院に進学する人も増え、そのような人が母校

に帰り、教鞭を執った。また母校に残り、博士課程のある大学で学位を取得し

た人もいた。工学部卒業生であるこれらの人の中から、副学長、工学部長、電

■講義する教師たち■

▶ 部活動を楽しむ	 ◀

▶ 大学院への進学と修士修了就職者の増加	 ◀

1959機械工卒アル 1959機械工卒アル

1959機械工卒アル 1959機械工卒アル

1959機械工卒アル 1960機械工卒アル

1968機械工卒アルラグビー部
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子工学研究所長、工業会会長、理事長等、大事な役職を務めた人が多い。

　科学技術庁審議官や静岡大学学長を務めた興直孝（67年卒、東北大修士）も、

60年代の高度経済成長期の浜松キャンパス生活を過ごした一人である。

　就職に関しては、大企業からの求人が爆発的に増えた時代であった。特に修

士卒業生の就職率は大変よく、例えば電気系のある学科では、特定の電気系企

業に対して、同一年度に4～ 5人の修士学生が就職することも珍しくなかった。

この様な状況から、修士課程への進学率が高まり、卒業予定の4年生の60％程度

を占めることもあった。卒業後、企業等で社長、役員、管理職等、実社会で活

躍した人は列挙することができないほど多い。

　1968（昭和43）年からの大学紛争に関しては、静岡キャンパスの嵐に比べ、浜

松キャンパスでは小雨であった。1969年春、静岡キャンパス在籍の工学部学生は、

大学紛争の影響で、授業時間不足のまま浜松に仮進級した。浜松での集中講義

や未実施の期末試験の結果、7月には正式に進級することができた。1969年秋か

ら1970年春にかけて、教授会と学生自治会との話し合いが頻繁に行われ、教授

会と教授会構成員以外の階層（助手、事務官・技官、学生等）とが話し合う協議

会の設立に進んだ。

▶ 大学紛争の時代のなかで	 ◀興直孝　第13代学長（2007−2010）

食堂　マズイ飯も今は昔工場見学　トヨタ工機

工場見学　三井精機ゼミ　金曜日はいつも 13 日だった 1966機械工卒アル 1964精密工卒アル

1964精密工卒アル1964精密工卒アル

46 ｜　第２章　静岡大学浜松キャンパスの成立



■1966年卒業アルバムより■

1966化学工卒アル

1966化学工卒アル

1966電子工卒アル

1966電気工卒アル

1966工業化学卒アル

1966合成化学卒アル

1966機械工卒アル

学生食堂

x − R chart と書きますと—

問・ラジカル重合における生長反応速度におよぼす立体障害の効果を説明せよ

ノートと本位持ってこいよ

解らないのを承知で黒板を見るこのつらさ！

工場実習

ある日のゼミの風景
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　駅伝大会は1946（昭和21）年から再開された。1958（昭和33）年（第31回）は、鳥羽

山公園がゴール地点であった。また、1962年から、舘山寺がゴール地点となり、

1965年から7区間となった。

　1968（昭和43）年からは市営グランドがスタート・ゴール地点となり、都田を

折り返し地点とした。1974年から、西寮グランドがスタート・ゴール地点となり、

佐鳴湖西側緑地を一巡するコースとなった。1979（昭和54）年から、佐鳴湖東岸

と西側緑地を一巡するコースとなった。1994（平成6）年からは、第4中継地点で

折り返して同じ場所を2回走るコースとなった（巻頭写真及び資料を参照）。

４｜駅伝大会・学生寮

▶ 駅伝大会	 ◀

Column

渡辺先生と工学部
櫻場周吉

　私は、幸いにも渡辺先生が学長として
在任中の1960（昭和35）年から1969（昭和
44）年までの９年間を、評議員、学部長
として先生とご一緒できる機会に恵まれ
たものです。
　先生は、東北大学の工学部長を経歴さ
れていましたので、工学部関係のことは
熟知しておられました。
　学長としてのお務めの為にたびたび工
学部を訪れる機会があり、あるとき、校
舎の地鎮祭か、大学院の入学式か思い出
せませんが、先生は、腰の神経痛の為に
立居振舞が全く苦痛な状態であったにも
かかわらず、車の中で横になって来られ
た時がありました。私共にはとても真似
のできない事です。毎日多忙の先生がよ
く工学部に来られる事は、あるいは一つ
の楽しみだったかも知れません。特に、
春、催される新入生歓迎の駅伝大会には、
毎年楽しみにして出席されたものです。
また、幾度か学生に講義をされた事もあ
り、その時の先生は全く情熱に満ちあふ
れ、講義の終った後も大変嬉しそうでし
た。とは言うものの、工学部では先生に
随分ご心労をおかけした事が多かったも
のです。1965（昭和40）年頃、工学部が

多人数方式の授業にふみきるかどうかと
いう時に、学生運動が今程激しいもので
はなかったのですが、学生の反対が非常
に強く、説得力の弱い私は遂に先生に出
馬をお願いしました。先生は、自ら学生
の前で多人数教育の必要性を諄々と説明
をされ、かなり激しく学長に詰寄る学生
もあり、この時が、おそらく先生は初め
ての「学生団交」であったと思います。学
生が「マスプロ」と言えば、先生は「マス
プロではありません、マスエデュケ―
ションです。」と繰り返し説明され、佐鳴
会館ホールいっぱいの学生が熱心に耳を
傾けておりました。当時、学生はストを
やると言っていましたが、先生の誠意が
通じたためか、ストにはならず仕舞いで
した。しかし、学生の反対は別として、
教官でたびたび検討を重ねた結果、遂に
多人数教育方式は教授会としても見送っ
たのです。その頃先生は、文部省が設置
した教育方法の改善に関する会議の委員
長でしたから、工学部の決定には大変困
られた事と思いますが、一言も我々学部
に強要するような事はありませんでし
た。
　先生は、我々教官の会議の席上にも来
られた事が３、４回あります。１回は前
述の多人数教育方式の必要性を、多くの

データを基にして説明されたときです。
また、西部の一般教育関係を東部に統合
する問題の説得のときもありました。西
部の教育学部と工学部の教養課程を東部
に移すその問題は大変難しいものでし
た。当時、市民や卒業生の移転反対は極
めて強かったのですが、先生は、浜松市
長や卒業生の代表者と会見され、統合移
転の必要性を強調されたのです。先生の
熱心な説得がなければ、到底実現しな
かったと思います。浜松工専時代の卒業
生も、先生と接し、先生の人格にすっか
り魅せられた方が多かったようです。

（『学報』100号（記念号）　1971（昭和46）
年より）

渡辺寧　第4代学長（1960−1969）
1963機械工卒アル

大学文書資料室蔵
静大祭パンフレット　1960年代
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■駅伝大会の様子■

1955アル 1960機械工アル

1966電子工卒アル

1966電子工卒アル 1966電子工卒アル

1966電子工卒アル 1966電子工卒アル 1966電子工卒アル

1966電子工卒アル1966化学工卒アル

1966電子工卒アル一糸乱れず？賞状 輝く全区走破独走態勢

舘山寺

「参加スル事に意義アリ」だ！ オーイ早くベントウヨコセ !!

あわてないで！

敵はいずこ？見えぬ敵を追って 敗れて悔なし
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　学生寮は、1935（昭和10）年6月に自啓寮（定員35人）が浜松高等工業学校北側に

置かれた。設置計画は開校当時からあったが、経済的事情などで実現せず、川

口第２代校長になってから、学校の敷地の拡張のために数軒の民家などを買い

入れ、それを寮に充て、当初は１年生30人がこれらの民家に分宿したという。

名前は懸賞付で募集され、１位であった「自啓寮」に決定した。これが1940年4

月から至誠寮となった。この至誠寮は、1945年9月からは南寮となり、1947年

3月以降は教職員の宿舎となった。また、1943年4月に西寮グランド北に建てら

れた西寮（定員40人）は、1948年4月から自啓寮（前述の自啓寮とは異なる）とな

り、1966年3月まで使用され、現在では遠鉄ストアになっている。1945年9月か

ら1949年3月の間のみ、北寮（定員60人）が現在の浜松キャンパス内の北門周辺に

あった。1954年4月に、現在の浜松キャンパス内の南東部分にあった既設の木造

建物を曳馬野寮（定員32人）として改修し、1966年3月まで使用された。1966年4

月に現在のあかつき寮（定員162人）が建てられた。

▶ 学生寮	 ◀

Column

クラス対抗駅伝の思い出
吉川　榮（C33）

　3年生の春、誰ともなく言い出して、
先輩の広い下宿を借り、布団を持ち寄っ
て1週間合宿をした。練習前には、当時
新任の体育教官平沢弥一郎先生の指導で
柔軟体操や手足を異なるリズムで動かす
体操などを教えていただいた。先生は、
前任の大学でラグビー部のコーチをして
いたとかで、今思えばニュージーランド
ラグビーの前奏の“ ハカ ” ではないかと
おもう動作と掛け声を教えてもらった。

「ワーカンダーデドウー　ワーカンダ
デトヘー　イッヒ　オー　イタリアー

ニャ」
今でも忘れない響きだ。合宿の効果も
あって、1956（昭和31）年C3が優勝した。
　翌1957年も優勝したが、当時の山田学
長が我がチームに来て下さり、我々が獲
得した優勝杯で祝い酒を飲んでくださっ
た。その酒豪ぶりに驚いた。この学長の
前で、我がチーム全員で、今は亡き足立
君の振り付け指導で、“ 証城寺の狸囃子”
の踊りをおどった。
　閉会式で出された学部長寄贈の豚汁
が、戦後の物資がない時代に育った我々
には、非常にうまく、大会参加の楽しみ
でもあった。

優勝杯で祝い酒を飲む山田学長
1957.4.26

西寮の寝巻踊り

山田良之助　第3代学長（1956−1960）

1966電子工卒アル

吉川榮提供
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事務室応接室

玄　関

物置 事務室
九
畳

廊

　下

渡し

炊事場

更衣室 浴室

学寮・西寮・自啓寮　平面図

自啓寮　1960 自啓寮　1962

Column

自啓寮の思い出
堀内　宰（9M）

　自啓寮は定員32名の小所帯なので、皆
が兄弟のように仲良く接していた。60
歳近くと40歳ぐらいの二人の寮母さん
が通って来られて、毎日の食事を作って
くださった。朝はうどんだった。昼はど
んぶり一杯のご飯とおかず一皿だけだっ
た。焼きサンマ一尾が上等のほうだっ
た。夕食はプラス一汁された。もっとも
美味しかったのは親子丼だった。1日70
円の予算で3食を用意されるのは、大変
なご苦労だっただろう。でも空腹がちで
頻繁に、夜食として丼一杯の削り節ご飯

（10円徴収）、夜中に駅裏の中華店で餃子、
松菱百貨店近くの格安かつ丼、自分たち
で作る白玉ぜんざい、いちご/ 果物コン
パなどで補った。
　自治寮なので大学から何の干渉もな
く、寮長などの役員人事や毎月の寮費・
予算、各種行事の計画実施などすべてを、
寮生全員が出席する月一回の自治会で決
定した。ほとんどの案件はほぼ全会一致
で決まるように議論を尽くしたように思
う。ただ一度だけ、議論を尽くしても新
提案が決まらないことがあった。挙手同
数となったとき、寮長が「新提案がいい
んじゃないか、やってみよう。もし不都
合が生じたら、そのときに再検討したら
よいだろう」と言われた。私はそのとき
の寮長の積極性と柔軟性に貴重な人生
訓を得ました。寮の南側は広いグランド
だった。野球・サッカー・ラグビーなど
楽しめた。秋ごろには1年生の提案でサッ
カー部を作りユニホームを着て寮内対抗
戦を定期的にやった。

　故郷から遠く離れた寂しさや不馴れな
土地での新生活スタートの不安を吹き飛
ばしてくれたのが、次々と続いた楽しい
諸行事だった。数名の先生同席のもとで
の公式新入生歓迎会（まだ18歳なのに飲
酒初体験）、その日の夜中、太鼓・松明・
大音声で叩き起こされ、パンツ一枚にさ
れて天井板にぶつけられる胴上げ・ファ
イアストーム・どぶろく丼酒と難問詰問
攻めが延々と続いた本番新入生歓迎会、
早朝グランドでの寮歌斉唱特訓、大井川
まで往復する自転車旅行、伊良湖岬～竹
島～三ヶ根山へのバス旅行、昼に素人演
芸会を開いて近所の子供さん小母さんた
ちに楽しんでもらった後、夜に先輩OB
たちとの酒宴へと続く寮祭、湯谷温泉・
鳳来寺山への一泊旅行、近所のお嬢さん
や大学の秘書さんたちを招いてクリスマ
スダンスパーティなどなど。
　新しい原理法則をどのようにして見出
したのか？を核心に迫って講義され、紛
れもなく学生達にその発見プロセスを追
体験させたA 先生が、毎週1回夜に来訪
されて「自然哲学」の自主勉強会を開いて
下さった。時あたかも60年安保の春、寮
内でも毎晩議論が沸騰していた。幸いに
も外部からのオルグ侵入もなく、まさに
自由啓発の心意気が守られていた。こん
なことを契機に、世界・国家・社会制度・
人生・宗教など広視野の思考論議を重ね
る日夜が続いた。吉川英治の「親鸞」を一
気読みし、中村錦之助主演の映画「親鸞」
を見たのもその頃だった。人類はどこか
ら来てどこへ向かうのか？人生の意義に
ついて悩みに悩んだが納得できる答えは
得られなかった。だが、振り返るとよい

体験であった。

自啓寮1年目の思い出
持安昭正（43Ｍ）

　1964（昭和39）年4月高校同期Ｍ君と岡
山駅で「急行桜島」乗車、約7時間後浜松
駅で下車。
　三橋美智也ファンの村田寮長、入口部
屋の出口さん、信州山岳の平林さん等々
の先輩達！
　寮母の伊藤さん、松浦さん⇒交代⇒宮
本さよ子さん；朝・昼・夕食有難う御座
いました。
　同期入寮生は青森・新潟＊2・石川・滋
賀＊2・和歌山・岡山＊2・山口と地方組
多し。
　入寮数日後の夕食時「今夜は早く寝る
ように！」と異例の優しさ？でも…
　草木も眠る丑三つ時 突如起こる鬨の
声？は有名な歓迎ストーム！！　続く宴
会では夏ミカンと薩摩芋をつまみに「ど
ぶろく丼」に嵌った蛾までも餌食に！（昆
虫食の先駆け？）
　歓迎サイクリングの浜名湖一周；尉ケ
峰登山ハイキングコースの自転車担ぎは
脱常識？！早朝のグランド整列寮歌コン
テスト、週2風呂焚き当番とかで技を積
み、寮3食制では午後から登校にて往復
の無駄を省く行動を体得・・大学との適
度な距離感を享受？
　夏休みの富士登山、佐鳴湖での和船漕
ぎ訓練成果の観月競漕ではドボン者も、
前期試験後の三重奈良旅行に続く寮祭で
の寸劇では化粧して母親役とか・・社会
勉強の自啓寮でした。

浜松工業会提供
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■仮装行列■

賞状

すきだなぁ 行儀の良い議員さんばかり

ゆれる国会

1960機械工アル 1964精密工アル

1964精密工アル

1966化学工卒アル

1966化学工卒アル

1966化学工卒アル1966化学工卒アル

1964精密工アル

河上丈太郎  1963.11 第 14 回静大祭
1966化学工卒アル
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■スポーツ祭■

市中行進

1966精密工アル

1955アル

1966化学工卒アル

1966化学工卒アル

1964精密工アル 1964精密工アル

1964精密工アル

1966化学工卒アル

ナンダ、仮装してないと同じじゃないか

ボートレース　11月28日のファイブ・メンズ
1966化学工卒アル

ボートレース　丹羽、弟子丸、宮武、鈴木（国）、佐々木

ボートレース
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■学生生活■

コンパ

雲と波と野郎達

ユミちゃんも一緒に 皆でマージャン

コンパ1964精密工アル

1966機械工卒アル

1966機械工卒アル

1966化学工卒アル

1966電子工卒アル
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